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　 第35回中芸地区子ども駅伝競走大会
　 町のニュース
　 議会だより　Vol.157
　 中学校だより
　 ヘルスメイト ほか　
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第35回



　

2
月
18
日
（
日
）、
田
野
町
に
て

中
芸
広
域
連
合
少
年
育
成
セ
ン
タ
ー

主
催
の
第
35
回
中
芸
地
区
子
ど
も
駅

伝
競
走
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

コ
ー
ス
は
田
野
町
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ

ー
前
を
中
継
点
と
す
る
5
区
間
の
周

回
コ
ー
ス
で
、
中
芸
地
区
の
小
学
生

18
チ
ー
ム
、
総
勢
90
人
が
健
脚
を
競

い
合
い
ま
し
た
。

　

奈
半
利
町
か
ら
も
、
男
子
・
女
子
・

男
女
混
合
・
オ
ー
プ
ン
チ
ー
ム
も
合

わ
せ
て
、
計
6
チ
ー
ム
が
出
場
し
ま

し
た
。

　

結
果
は
、
男
子
の
部
で
は
、Ａ
チ
ー

ム
が
３
位
に
、Ｂ
チ
ー
ム
は
５
位
、Ｃ
チ

ー
ム
７
位
、
男
女
混
合
チ
ー
ム
（
混

合
チ
ー
ム
は
男
子
の
部
と
な
る
）
が

１１
位
に
な
り
ま
し
た
。
女
子
の
部
で

は
、Ａ
チ
ー
ム
が
１
位
と
い
う
快
挙
を

成
し
遂
げ
ま
し
た
。

　

ま
た
個
人
で
は
、
男
子
Ａ
チ
ー
ム

６
年
生
区
間
（
２
㎞
）
を
走
っ
た
岡

松
大
和
君
が
7
分
19
秒
で
、
女
子
Ａ

チ
ー
ム
２
年
生
区
間
（
１
㎞
）
を
走
っ

た
町
田
愛
桜
さ
ん
が
4
分
41
秒
で
、

同
じ
く
女
子
Ａ
チ
ー
ム
５
年
生
区
間

（
２
㎞
）
を
走
っ
た
五
味
柚
葉
さ
ん
が

8
分
33
秒
で
区
間
１
位
と
な
り
ま
し

た
。

　

優
勝
と
な
っ
た
女
子
Ａ
チ
ー
ム
の

レ
ー
ス
は
、
選
手
そ
れ
ぞ
れ
が
力
を

出
し
切
っ
た
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

１
区
の
五
味
柚
葉
さ
ん
（
５
年
生
）

は
チ
ー
ム
の
良
い
流
れ
を
つ
く
る
べ

く
快
走
し
、
２
位
チ
ー
ム
に
53
秒
差

で
２
区
へ
タ
ス
キ
を
渡
し
ま
し
た
。

　

独
走
態
勢
と
な
っ
た
２
区
の
町
田

愛
桜
さ
ん
（
２
年
生
）、
３
区
の
米
田

愛
美
さ
ん
（
３
年
生
）、
４
区
の
松
本

亜
里
沙
さ
ん
（
４
年
生
）
は
、
こ
の

状
況
に
甘
ん
じ
る
こ
と
な
く
、
隙
の

な
い
走
り
で
２
位
以
下
と
の
差
を

徐
々
に
広
げ
、
１
分
50
秒
と
い
う
大

差
で
最
終
区
５
区
ま
で
タ
ス
キ
を
つ

な
ぎ
ま
し
た
。
５
区
の
山
本
莉
子
さ

ん
（
６
年
生
）
は
、
練
習
が
十
分
で

な
か
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
粘
り

の
走
り
で
ト
ッ
プ
を
守
り
切
り
、
見

事
１
位
で
ゴ
ー
ル
し
ま
し
た
。

　

昨
年
の
男
子
チ
ー
ム
優
勝
に
続

き
、
女
子
チ
ー
ム
が
優
勝
で
き
た
こ

と
で
、
今
年
も
選
手
・
保
護
者
・
役

員
す
べ
て
が
盛
り
上
が
り
、
喜
び
を

分
か
ち
合
い
ま
し
た
。

　

力
強
い
男
子
の
走
り
や
結
果
に
目

が
行
き
が
ち
で
す
が
、
奈
半
利
女
子

チ
ー
ム
の
優
勝
は
初
め
て
の
こ
と
で

あ
り
、
万
年
２
位
と
い
う
状
況
を
脱

却
す
べ
く
、
今
ま
で
以
上
に
子
ど
も

た
ち
が
真
剣
に
取
り
組
ん
だ
こ
と
の

表
れ
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

　
「
君
た
ち
（
子
ど
も
た
ち
）
を
尊
敬

し
て
い
る
」
と
い
う
奈
半
利
チ
ー
ム

の
指
導
者
が
言
う
よ
う
に
、
勉
強
や

習
い
事
で
忙
し
い
環
境
に
あ
る
子
ど

も
た
ち
が
「
し
ん
ど
い
か
ら
」「
無
理

だ
」
と
最
初
か
ら
諦
め
ず
、
自
分
の

可
能
性
を
信
じ
て
練
習
す
る
姿
は
、

私
た
ち
大
人
も
見
習
う
と
こ
ろ
が
あ

る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

最
後
に
、
何
よ
り
も
練
習
を
頑
張

り
、
本
町
を
盛
り
上
げ
て
く
れ
た
子

ど
も
た
ち
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。

第35回

中
芸
地
区
子
ど
も
駅
伝
競
走
大
会

中
芸
地
区
子
ど
も
駅
伝
競
走
大
会

中
芸
地
区
子
ど
も
駅
伝
競
走
大
会

男子A５区・岡松大和君

３位入賞の男子Aチーム

女子A１区・五味柚葉さん

女
子
Ａ
５
区・山
本
莉
子
さ
ん

女
子
A
２
区・町
田
愛
桜
さ
ん

女
子
A
４
区・松
本
亜
里
沙
さ
ん

女
子
A
３
区・米
田
愛
美
さ
ん

　
女
子
チ
ー
ム
初
優
勝
の
快
挙
！！

初優勝の女子Aチーム
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☆
町
の
ニ
ュ
ー
ス

1

6

5

4

3

尾﨑知事が奈半利町を訪問「対話と実行行脚」

　平成29年12月19日（火）に、尾﨑正直高知県知事が「対話と実行行脚」で奈半利町へ訪問されました。
　この取り組みは、知事が現場に足を運び、より多くの皆さんとの率直な対話を重ねていくことで、「対話
と実行行脚」の姿勢を強化・深化させ、県勢浮揚の次のステップに向けた官民協働の県政を推進するため
に行っているものです。
　この日、こども園なはりや防災センター、藤村製絲記念館など計8カ所を訪れ、地域の取り組みや実情、
課題など地域住民と意見交換を行いました。

【対話と実行行脚の行程】
1　幼保連携型認定こども園なはりの視察
2　奈半利町防災センターの視察
3　藤村製絲記念館の視察
4　気ままsweets甘音の視察
5　集落活動センターなはりの郷の視察及び
　　なはりの郷活性化協議会との意見交換会
6　奈半利のおかっての視察
7　奈半利味噌の加工場の視察
8　加領郷魚舎の視察
9　集落保全営農組織平・花田組合員との意見交換会
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☆
町
の
ニ
ュ
ー
ス

　

福
祉
避
難
所
と
は
、
災
害
時
に
高

齢
者
や
障
害
の
あ
る
方
、
難
病
者
や

乳
幼
児
、
妊
産
婦
、
傷
病
者
な
ど
一

般
避
難
所
で
は
生
活
に
支
障
が
あ
る

人
（
要
配
慮
者
）
を
対
象
に
、
特

別
に
配
慮
さ
れ
た
避
難
所
の
こ
と
を

言
い
ま
す
。
奈
半
利
町
で
は
、
福
祉

避
難
所
と
し
て
、
愛
光
園
、
ヘ
ル
シ

ー
ケ
ア
な
は
り
、
有
料
老
人
ホ
ー
ム

な
は
り
の
３
カ
所
と
協
定
を
結
ん
で

い
ま
す
。

　

南
海
ト
ラ
フ
地
震
の
よ
う
な
大
規

模
災
害
発
生
時
に
は
、
道
路
が
寸
断

さ
れ
る
こ
と
な
ど
に
よ
り
、
行
政
や

施
設
職
員
が
直
ち
に
駆
け
つ
け
る
こ

と
が
難
し
い
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
状
況
下
で
あ
っ
て
も
、

集
ま
る
こ
と
が
で
き
る
人
（
施
設
職

員
、
地
域
住
民
な
ど
）
だ
け
で
、
福

祉
避
難
所
の
運
営
が
で
き
る
よ
う
に

事
前
に
整
備
し
て
お
く
必
要
が
あ
り

ま
す
。

奈半利町が地方自治法施行
７０周年記念総務大臣表彰受賞
　本町は、優れた施策を実施し地方自治の発展向
上に寄与した功績が顕著であるとされ、地方自治
法施行７０周年記念総務大臣表彰を受賞しました。

　

今
回
は
、
３
施
設
の
職
員
お
よ
び

奈
半
利
町
社
会
福
祉
協
議
会
、
奈

半
利
町
日
赤
奉
仕
団
な
ど
住
民
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
団
体
、
保
健
所
、
南
海
ト

ラ
フ
地
震
対
策
安
芸
地
域
本
部
、
役

場
な
ど
が
参
加
し
て
訓
練
を
実
施
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

実
際
に
、
福
祉
避
難
所
の
開
設
の

た
め
の
設
営
を
す
る
こ
と
で
、
要
配

慮
者
へ
の
対
応
方
法
や
管
理
方
法
な

ど
混
乱
す
る
場
面
も
見
ら
れ
、
平
常

時
か
ら
の
備
え
の
大
切
さ
を
学
び
ま

し
た
。
災
害
時
の
現
場
に
お
け
る
、

指
揮
系
統
や
管
理
手
法
を
標
準
化

し
、
緊
急
事
態
に
迅
速
に
か
つ
効
率

的
に
対
処
す
る
仕
組
み
の
必
要
性
を

実
感
し
ま
し
た
。
今
後
も
、
保
健
所

や
南
海
ト
ラ
フ
地
震
対
策
安
芸
地
域

本
部
と
も
連
携
し
な
が
ら
、
訓
練
や

研
修
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　

平
成
２９
年
１２
月
１８
日
（
月
）、
愛
光
園
に
お
い
て
福
祉
避
難
所

開
設
・
運
営
訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。

福
祉
避
難
所
開
設・運
営
訓
練
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☆
町
の
ニ
ュ
ー
ス

　

２
月
１７
日
（
土
）
奈
半
利
小
学
校

体
育
館
で
、
第
２１
回
生
涯
学
習
推
進

大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
は
、
未
来
を
つ
く
る
の
は

「
今
・
こ
の
時
」
と
い
う
こ
と
で
「
瞬

間
（
い
ま
）
を
輝
こ
う
」
と
い
う
テ
ー

マ
の
下
、
今
を
輝
く
６
団
体
の
活
動

発
表
が
あ
り
ま
し
た
。

　

港
ま
つ
り
で
も
披
露
さ
れ
て
い
る

青
年
会
の
よ
さ
こ
い
や
、
加
領
郷
小

学
校
の
プ
ロ
さ
な
が
ら
の
落
語
、
な

は
り
ふ
る
さ
と
合
唱
団
の
男
女
調

和
の
と
れ
た
コ
ー
ラ
ス
、
奈
半
利
小

学
校
の
趣
向
を
凝
ら
し
た
ダ
ン
ス
、

認
定
こ
ど
も
園
の
手
話
を
交
え
た

合
唱
や
太
鼓
演
奏
な
ど
、
多
種
多
様

の
活
動
発
表
が
あ
り
、
そ
の
完
成
度

の
高
さ
に
来
場
さ
れ
た
方
々
か
ら
た

く
さ
ん
の
拍
手
や
感
心
の
声
が
沸
き

起
こ
っ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
こ
の
ほ
か
、
今
年
度
は
中
学

生
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
海
外
派
遣
研

修
実
施
の
年
度
で
あ
り
、
こ
の
研
修

に
参
加
し
た
奈
半
利
中
学
校
の
生

徒
か
ら
の
研
修
報
告
が
あ
り
ま
し

た
。学
校
交
流
や
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
先

な
ど
で
得
た
貴
重
な
経
験
の
報
告

か
ら
、
研
修
が
大
変
有
意
義
で
あ
っ

た
こ
と
が
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。　

　
「
生
涯
学
習
」
と
聞
く
と
大
変
難

し
く
感
じ
ま
す
が
、
皆
さ
ん
が
普
段

行
っ
て
い
る
趣
味
も
こ
れ
に
あ
た
り

ま
す
。今
年
発
表
し
た
一
般
団
体
や

学
校
の
方
々
の
ほ
か
に
も
、
本
町
に

は
様
々
な
活
動
を
さ
れ
て
い
る
方
が

い
ら
っ
し
ゃ
る
と
思
い
ま
す
。そ
う
い

っ
た
皆
様
の
活
動
を
町
民
皆
様
に
広

く
知
っ
て
も
ら
い
、
地
域
で
生
か
し
、

心
豊
か
に
過
ご
せ
る
よ
う
、
本
大
会

を
開
催
し
て
い
ま
す
の
で
、ぜ
ひ
、そ

の
活
動
を
発
表
し
て
い
た
だ
き
、
本

町
の
活
性
化
に
ご
協
力
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

　

最
後
に
、
毎
年
発
表
者
の
昼
食
を

作
っ
て
い
た
だ
い
て
い
る
奈
半
利
町

婦
人
会
の
皆
様
の
ほ
か
、
ご
協
力
い

た
だ
き
ま
し
た
皆
様
に
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

　

関
西
奈
半
利
会
会
長
で
あ
る
松

田
敞
吉
さ
ん
は
、（
株
）松
田
塗
装
店

の
代
表
取
締
役
と
し
て
塗
装
業
界

で
活
躍
し
て
お
り
、
先
日
、
日
本
塗

装
工
業
会
主
催
の
日
本
ペ
イ
ン
テ
ナ

ン
ス
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で
住
宅
塗
り
替

え
施
工
実
績
3
年
連
続
1
位
（
計
６

回
目
）を
獲
得
し
ま
し
た
。

　
「
現
場
で
は
、
職
人
で
あ
る
と
同

時
に
第
一
線
の
営
業
マ
ン
。い
く
ら
い

い
仕
事
を
し
て
も
あ
い
さ
つ
が
で
き

な
い
、
片
付
け
を
し
な
い
で
は
次
の

仕
事
に
つ
な
が
ら
な
い
」と
お
っ
し
ゃ

る
松
田
さ
ん
か
ら
は
、
仕
事
へ
の
誇

り
と
情
熱
が
つ
た
わ
っ
て
き
ま
す
。

　

会
社
で
は
、「
や
る
気
よ
り
や
っ
て

し
ま
う
気
」
を
合
言
葉
と
し
て
お

り
、
さ
ら
な
る
活
躍
に
向
け
て
始
動

し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
ペ
イ
ン
テ
ナ
ン
ス
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
で
獲
得
し
た
賞
金
を
本
町
の
ふ

る
さ
と
寄
付
金
に
寄
付
し
て
く
だ
さ

い
ま
し
た
。あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

関
西
奈
半
利
会
会
長　

松
田
敞
吉
さ
ん

日
本
塗
装
工
業
会
主
催

住
宅
塗
り
替
え
施
工
実
績
3
年
連
続
1
位

第
２１
回
生
涯
学
習
推
進
大
会
開
催

奈半利中学校
の海外研修報
告の様子

今年の司会は奈半利
中学校でした

こども園の手話を交えた合唱

盛り上がった奈半利小学校のダンス

加
領
郷
小
学
校
の
プ
ロ

さ
な
が
ら
の
落
語

小さなお子さんも交えた青年会のよさこい踊り

なはりふるさと合唱団の心地よい響きのコーラス
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（日）、66回目を迎えた高知県市町
村対抗駅伝競走大会が開催され、
奈半利町を代表して1チーム、13人
の選手が出場しました。

　今回が初出場の選手や、長年出場されているベ
テラン選手も含め、事前練習や試走を行い、万全
の態勢で大会に臨むことができました。
　結果はエースの不在もあり41チーム中32位と昨年より順位を落としましたが、個 の々努力がチームの力となって表れてい
ます。今後のご活躍に期待しています。

　当日ご協力をいただきました交通指導員、関係者の方々のおかげで、けが人や事故もなく、無事に大会を開催すること
ができました。また寒い中で街頭に立ち、応援をしていただいた皆様のおかげで、大会が盛大に行われましたことに感謝
いたします。

第66回高知県
市町村対抗駅伝競走

1/28

（日）に、中芸広域連合消防本部にて、中芸消防署
と中芸５カ町村の消防団が参集し、平成３０年消防
出初め式が行われました。

　この消防出初め式は、消防関係者の仕事始めといわれる行事で、
新しい年を迎え、火災発生時に迅速かつ的確安全に行動ができる
よう、地域の安全を守る意識を高めるとともに、機械器具点検等を
行うものです。
　午前９時３０分に開式し、主催者である中芸広域連合長の挨拶
ののち、来賓祝辞、服装・機械器具の点検が行われ、分列行進で
式が締めくくられました。その後、奈半利川で消防自動車による一斉
放水が行われ、その見事な光景に見物者から感嘆の声が上がって
いました。

平成30年
消防出初め式

イベント
Event 月1/14 1

　奈半利町消防団は一斉放水を行った後、多気坂本神社において火鎮祭を執り行い、防火祈願を行い、その後、
町内の防火水槽と消火栓の点検を実施しました。



（日）に、第39回奈半利町内駅伝競走
大会が行われました。当日は天候にも
恵まれ、総勢13チーム（一般11チーム、

小学生2チーム）の参加者が健脚を競い合いました。
　一般・競走の部では「奈半利中学校 松」、「走run・レ
トリヴァ」、「イタリア食堂トンノ」の３チームが序盤からデッ
ドヒートを繰り広げ、１位から３位までのゴールタイム差が
１分30秒以内という接戦を制し「奈半利中学校 松」チー
ムが優勝を果たしました。同じく一般のピッタリ部門にお
いては「奈半利町役場」が、誤差7秒で優勝しました。
　小学生の部では「少年野球Ａ」と「奈半利陸上クラブ」
との一騎打ちでしたが、競走の部では「少年野球Ａ」が、
またピッタリの部では「奈半利陸上クラブ」がそれぞれ優
勝を分け合いました。
　大会役員、交通指導員ならびに交通安全協会、交通
安全母の会、消防団の皆様のご協力により、けが人や事
故がなく、無事に大会を終えることができました。ありが
とうございました。結果は以下のとおりです。

第39回奈半利町内
駅伝競走大会開催

※来年度の第40回奈半利町駅伝
競走大会は平成31年2月3日（日）
に実施予定です。

●一般競走の部
優勝 奈半利中学校 松
２位　走run・レトリヴァ
３位　ガンバ奈中：文武両道
区間賞　（氏名、所属チーム）
１区　門田　篤幸　奈半利中学校 松
２区　森本　愛斗　奈半利中学校 松
３区　松平　翔吾　奈半利中学校 松
４区　井上　由河　奈半利中学校 松
５区　宮﨑　保匡　奈半利中学校 松
６区　西内南海男　イタリア食堂トンノ

●一般ピッタリの部
優勝 奈半利町役場
２位　奈半利中学校 竹
３位　村田秀翠園陸上部

区間賞　（氏名、所属チーム）
１区　松﨑　孝平　イタリア食堂トンノ
２区　門田　祥正　村田秀翠園陸上部
３区　松本　大樹　スーパーポストマン
４区　別府　睦哉　奈半利中学校卓球部
５区　細川　五代　イタリア食堂トンノ
６区　橋本　裕輝　走run・レトリヴァ

●小学生競走の部
優勝　少年野球A
区間賞　（氏名、所属チーム）
１区　岡松　大和　少年野球A
２区　岡松　大翔　少年野球A
３区　安岡　嵩真　少年野球A
４区　細川　登生　少年野球A
５区　竹田　颯人　少年野球A
６区　森本　魁力　少年野球A

●小学生ピッタリの部
優勝　奈半利陸上クラブ
区間賞　（氏名、所属チーム）
１区　黒川　綾斗　奈半利陸上クラブ
２区　吉良　祐也　奈半利陸上クラブ
３区　松本亜里沙　奈半利陸上クラブ
４区　中川　　葵　奈半利陸上クラブ
５区　島岡　秀行　奈半利陸上クラブ
６区　柏木　颯斗　奈半利陸上クラブ

イベント
Event 月

2/4

2
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練習日：水曜日（１６：３０～１８：００）
　　　 土曜日（１４：００～１７：００）
場　所：小学校グラウンド

（日）に安芸市営球場で、阪神タイガースの野球教室が開催され奈半利スポーツ少年
団も参加をしました。プロ野球選手からフライやゴロの取り方や、バッティングのコツなど

丁寧に教えていただきました。終了後は、選手からサイン入りの帽子とユニフォームをプレゼントさ
れ充実した一日となりました。

　
阪神タイガース野球教室

　現在、奈半利スポーツ少年団は１２人で
活動していますが、６年生が卒業して４月か
らは５人での活動となります。
　これから活動していく子どもたちも、今まで
の経験を生かして頑張っていきたいと思い
ますので、野球に興味のある方はぜひ小学
校のグラウンドへ見学に来てください。

グローブ・バットなどは、なくても用意できますので、
動きやすい格好でいつでも見学にきてください！！

新入部員を
募集しています
(^O^)

（（（ 新入部員募集！！ ）））

イベント
Event 2月

2/4



中芸のゆずと中芸のゆずと
　　　　森林鉄道日本遺産協議会　　　　森林鉄道日本遺産協議会
中芸のゆずと
　　　　森林鉄道日本遺産協議会

お問い合わせ
　中芸のゆずと森林鉄道日本遺産協議会事務局
　（安田町役場中山支所内）　Tel. 0887－39－2008
　　Mail:rintetu.yuzu@gmail.com

お問い合わせ
　中芸のゆずと森林鉄道日本遺産協議会事務局
　（安田町役場中山支所内）　Tel. 0887－39－2008
　　Mail:rintetu.yuzu@gmail.com

お問い合わせ
　中芸のゆずと森林鉄道日本遺産協議会事務局
　（安田町役場中山支所内）　Tel. 0887－39－2008
　　Mail:rintetu.yuzu@gmail.com

～中芸地域の日本遺産魅力発信便りvol.7・8合併号～

ロゴマークができました！！

日本遺産
Story  ♯051

　「中芸のゆずと森林鉄道日本遺産協議会」のロゴマークが完成しました。
　このロゴマークは、これから日本遺産認定のＰＲツールとして、日本遺産関連の事業に使用す
るとともに、商品化も検討中です。
　皆さまに愛されるロゴマークとして、これから活用をしていきたいです。
　
（※このロゴマークを使用したい方は、規定のガイドラインがありますので、事務局までお問い
　合わせください。）

滑　なはり広報　No.3179



行 事 紹 介小 学 校 の 行 事 紹 介行 事 紹 介 ◆加領郷小学校

6年　岡田ひなた
　最初に、スキー場の先生がスキーに乗る乗り方やコツ、そ
して準備運動を教えてくれました。身に着けているもの全部
が重くておどろきました。初めは横に歩くのも難しかったけ
ど、だんだんできるようになって楽しくなりました。次に滑る
時に必要な姿勢を習いました。少し前にかがんで足を「ハ」の
字にするようにと言われたので、してみると上手に滑れまし
た。最初はこけて難しかったけど、できるようになって余裕が
できました。上から下まで滑る時に景色がきれいに見えて最
高でした。それから何回もリフトに乗って滑り降り、良い思い
出になりました。また何年かしたら来てみたいです。

4年　大西　香
　スキー体験にバスで行きました。初心者だったのでむずかし
かったです。兄に雪を背中に入れられてすごくひやかったです。
リフトで上に上がって滑るのにドキドキしました。けれども楽しく
なってきました。2 回目はこけずに行けてよかったです。次もこ
けずに行けて、スキーはこんなに楽しいんだと思いました。

4年　大西　哲平
　ぼくは、前の日の夜に目覚まし時計を5台用意しま
した。そのおかげで午前 4 時に起きることができまし
た。家を出て漁港に行きました。するとでっかいバスが
とまっていました。それを見て、「えっ、あんなに大きい
ので行くがや」と思いました。バスの中では、まだ6時
で、ねむたかったけどねむれませんでした。1回目の休
けいのサービスエリアに着いて、トイレに行って外の空
気をたくさんすいました。5年　大西　亮

　初めてスキーに行きました。思っていたより難しくて、最初は
上手にできなくて、何回も転んでしまいました。スキー教室の
先生が親切に教えてくれたので、だんだん上手に滑れるよう
になってきて、滑るのが楽しくなりました。特に午後からリフトに
乗って上の方に行って、滑り降りるのが楽しかったし、先生が
ほめてくれたのでうれしかったです。少し滑れるようになって
楽しくなってきたので、また行きたいなあと思いました。

　1月21日、加領郷小学校では、児童、保護者、教職員とで、6年生と
のお別れ遠足を兼ねて、愛媛県ソルファ・オダスキーゲレンデへス
キー体験に行ってきました。暖かい地域の子どもたちが学校単位で
スキー体験をすることは希なことだと思います。小規模校の小回りの
効く特性を生かした体験活動として実施できました。当日は、好天に恵
まれ、ゲレンデの積雪量も十分で、楽しくスキー体験をすることがで
きました。6 年生にとっても小学校時代の楽しい思い出のひとこまに
なったにちがいありません。その時の作文を紹介します。（一部抜粋）

6年　増岡　咲那
　1 時前ごろからまたスキーを再開してリフトに乗りま
した。下を見ると、あそこまで落ちたら痛いろうなと思
っているうちにだんだんこわくなってしまいました。1
回目は、スタートは上手にできたけど、スピードがつい
てきて、止まれなくなりこけました。2 度目も何回かこ
けてしまいましたが、どう立っていいかが分かってきま
した。3回目をすべった時に失敗して、リフトの下の雪
のない所に行ってしまい、陸スキーになってしまいまし
た。けがもなく無事に帰ってこれて良かったです。また
行きたいなと思いました。

▲むかし・今・未来へ（３年）▼心を一つに（４年）

▼ベストフレンド（５年）

▲隠し田（６年）

　この行事を境に児童会の
中心的役割は、５年生へバト
ンタッチされます。本年度の
様々な取り組みの中でいろ
いろな体験、学習をし、成長
した子どもたちの姿を見て
いただけたと思います。奈半
利小学校の本年度の行事も
「お別れ遠足」と「卒業式」を
残すだけとなりました。

楽しかったスキー体験

No.317　なはり広報　葛 10



学校交流 小 学 校 の小 学 校 の 行 事 紹 介小 学 校 の
◆奈半利小学校

　１年生は、羽根小学校の１年生１０人と交流
をしました。
　羽根小の友だちの到着を北庭で出迎えた１
年生。さすが子ども同士、互いのあいさつも
待たずに近づいて話しかけていました。
　中には、自分の紹介よりも先に鶏小屋のに
わとりの紹介をする子どもたちもいて、あっと
いう間にうち解けてしまいました。
　教室に入ると、自己紹介をしました。学校で習った手話を交えてする姿に担
任の先生も目を丸くしたそうです。
　ゲームや互いの発表、音読などを教室で行ったあとは、運動場に出て遊具遊
びやサッカーをしてさらに仲良くなりました。
　活動後は、どの子どもからも「楽しかった」「また来てほしい」といった感想が
聞かれました。
　「今度は、ぼくたちの学校へ来てください」と招待も受けました。１年生は行く
気満々です。
　羽根小の１年生から色々な刺激を受け、一気に１０人の友だちを増やしたとて
も良い交流になりました。

学習発表会 　２月１５日は、学習発表会でした。インフルエンザが
流行したため、予定より２週間遅らせての開催となり
ました。平日開催にもかかわらず、たくさんの方々にお
越しいただきました。
　子どもたちは、欠席者も多い上に、寒波の襲来で大
変寒い中の練習になったのですが、どの学年も１年間
の学習の成果を劇や合奏、ダンスを交えながら堂々と
発表しました。来月卒業を迎える６年生への感謝と祝
福がこめられたものもありました。最後に発表した６
年生からは、各学年へのエールも送られました。

☺今日、羽根小学校の人がきました。
わたしが知っている子もいました。わ
たしがいちばん楽しかったのは、仲良
くなるゲームです。おおかみがきたぞと
いうゲームが楽しかったです。こんどは、
わたしたちが行きたいです。
 （山中ゆりあ）

☺サッカーのとき、ぼくはびっくりしまし
た。それは、羽根小学校の人がめち
ゃくちゃ強くて、ボールに３回しかふれ
られなかったし、足がめちゃくちゃ速か
って、追いつけられませんでした。だ
から、もっと練習をせないかんと思い
ました。あと、けるのがうまいからゴー
ルに入りそうだったのでびっくりしまし

た。また勝負をしてみたいと思いまし
た。 （小野はるま）

☺いっしょに遊具を楽しもうが一番楽
しかったです。１回目にのった遊具が
一番楽しかったです。羽根小の人は
「全部の遊具を楽しめたかなあ」と思
いました。とっても楽しかったので「ま
た来てほしいなあ」と思いました。「友
だちが増えるって、こう作るのかあ」と
思いました。もしもまだ時間があった
らもっと遊べたのにと思いました。
 （松岡　みき）

☺私の思ったことは、力を合わせて音
読をしたことが楽しかったし、わからな
いところを教えてくれるから楽しかった
です。わたしは、また小学校に来てほ

しいなあと思いました。ほんとうに小学
校に何日か来てほしいなあと思いまし
た。小学校に来てくれてありがとうと思
いました。 （松村ゆきな）

☺今日、羽根小学校といろんなことを
して遊びました。サッカーでは、羽根
小学校もキックは、なかなか強かった
です。ぼくもゴールに入れようとしてい
たけど、なかなかみんな強かったから、
ぼくも1回だけ本気でけってみました。
ゴールには近かったけど、入れれませ
んでした。何度も何度も 20 回くらい
けったけど、入れれませんでした。羽
根小学校と奈半利小学校でやったサ
ッカーは、おもしろかったです。羽根
小学校もあんなに強いとは思いません
でした。 （島岡ひでゆき）

仲良く交流したね

▲６年生ありがとう（１年） ▲かさこじぞう（２年）

始めは、にわとりの紹介？

感　想

滑　なはり広報　No.31711
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車いすラグビーを体験して車いすラグビーを体験して車いすラグビーを体験して

三者会を振り返って三者会を振り返って三者会を振り返って

地域の方との炊き出し訓練を振り返って地域の方との炊き出し訓練を振り返って地域の方との炊き出し訓練を振り返って
　今回、炊き出し訓練を行って学んだことは、本当の災害時
に知っている人は少ないと思います。そのときに、積極的に仕
事を聞くことや動くことが大切なんだと思いました。
　私はお米を炊く係で、災害時に使うハイゼックスという袋で
お米を炊きました。お湯を沸かし、お米と水を入れた袋を鍋の
中に入れ、炊き上がるまでにたくさん時間がかかりましたが、
その間に保護者の方と話をしたりして、コミュニケーションが
取れたと思います。
　私はこの炊き出し訓練をして、地域の人とのコミュニケーシ
ョンをとること、協力することが一番大切だと思いました。これ
からも地域の人とのコミュニケーションを大切にしていきたい
と思いました。

奈半利中学校　2年　岡村　雅妃　

　今日話し合ってみて、保護者や先生たちの意見
がいっぱい出て、すごいと思った。むつかしい議題
もあったけど、学年などで考えた意見などを出し
合って、とてもよかったと思いました。三者会がど
のようなものかも分かりました。

奈半利中学校　1年　長谷川昂詩

Vol.41

　最初、想像もできないくらいどんな感じなんだろうと思
っていました。でも見たらすごく速くてびっくりしたし、す
ごいなと思いました。自分はできるのかなと不安でしたが、
やってみると楽しくて、まだまだしたいと思いました。細
かな動きはできないけど、タックルするのがとても楽しか
ったです。

奈半利中学校　3年　眞田美唯惇

　障がい者の方たちのバスケットは知っていたけど、車い
すラグビーという競技があることは知らなかったので、先
生との試合を最初に見たときタックルの音がすごいし、動
きも速くて「自分らにできるが！」と感じたけど、やって
みると結構できました。
　普段世界で活躍する選手の方と接することがないので、
とてもいい経験になりました。次の東京パラリンピックに
向けても頑張ってください。

奈半利中学校　3年　門田味夏子



国際交流員

シーリー・セーラジェイン

～ ・∞・ ～  --------------  ～ ・∞・ ～   -------------- ～ ・∞・ ～   

　今年の４月４日から４月１５日までオーストラリアのゴールドコーストで第21回のコモンウェルスゲームズが初め
て地方都市で開催されます。

　コモンウェルスゲームズは、イギリス連邦に属する国や地域が参加し、4年ごとに開催される総合競技大会で
す。「フレンドリー・ゲームズ」とよく呼ばれます。コモンウェルスゲームズのためにイギリス連邦に属する国々が
集まり、フェアプレー (正々堂々とした試合) を通して、フレンドシップ（友好関係）を深めることができます。

　今年のコモンウェルスゲームズでは、イギリス連邦に属する国
の中で５３の国々が参加します。コモンウェルスゲームズでは五
輪大会の種目である水泳、陸上、トライアスロンなどだけではな
く、ネットボール、スカッシュ、ローンボールズもあります。今年、
ビーチ・バレーボール、パラ・トライアスロン、女性ラグビー・セブ
ンズが新規追加されました。

　第21回コモンウェルスゲームズのスポーツは：
 

　コモンウェルスゲームズが人気な理由は二つあります。一つ目は、パラ・オリンピック選手と一般選手が一緒に
競技へ参加することができます。通常、五輪大会が終わった後、パラ・オリンピックが開催されますが、コモンウェ
ルスゲームズの場合は、一般のオリンピックとパラ・オリンピックのイベントを同時に開催します。二つ目は、五輪
大会に出場してない国の選手もコモンウェルスゲームズに代表で参加することができます。例えば、ウェールズ、
スコットランド、北アイルランド、ジャージー、フォークランド島などの国はイギリスのチームに入り五輪大会に参
加しています。しかし、レソトや他の貧しい国の選手にとって、五輪オリンピックに参加する機会が少ないため、コ
モンウェルスゲームズは気軽に参加できる大会として楽しまれています。

マスコット・プロフィール
　これは第21回のコモンウェルスゲームズのマスコット、コアラのボロービです。
ボロービはアボリジニーの言語で、「コアラ」という意味です。
　ボロービは青い手足と両方の親指にアボリジニのマークが付いています。頬に
は、日焼け止めも付いています。ボロービはサーフィンをやっていて、クイーンズ
ランド州にとって素晴らしい象徴になっています。このボロービは、オーストラリ
アでの初めてのマスコットです。

コモンウェルスゲームズ

陸上
バドミントン
バスケットボール
ビーチ・バレーボール
ボクシング
サイクリング（マウンテン・バイク）
サイクリング（ロード）　

　サイクリング（トラック）
　水泳
　体操
　ホッケー
　ローンボールズ
　ネットボール
　パラ・パワーリフティング

ラグビー・セブンズ
射撃
スカッシュ
卓球
トライアスロン
ウェイト・リフティング
レスリング 
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■
特
定
健
診
と
は
ộ

　

こ
の
健
診
は
ỏ
メ
タ
ボ
リ
ỽ
ク
シ
ン
ド

ロ
ồ
ム
ớ
内
臓
脂
肪
症
候
群
Ờ
と
そ
の
予
備

群
の
人
を
見
つ
け
ỏ
生
活
習
慣
病
を
予
防
す

る
た
め
の
健
診
で
す
ớ
結
果
に
応
じ
て
特
定

保
健
指
導
を
行
い
疾
病
予
防
に
努
め
ま
す
ỜỐ

▼
対
象
者

・
奈
半
利
町
国
民
健
康
保
険
ớ
国
保
Ờ
に
加

入
し
て
い
る　

Ỗ　

歳
の
人

４０

７４

　

※
本
年
度
中
に　

歳
に
到
達
す
る
人
ớ
昭

４０

和　

年
４
月
１
日
Ỗ　

年
３
月　

日
生

５２

５３

３１

ま
れ
の
人
Ờ
も
対
象
と
な
り
ま
す
Ố

▼
必
須
検
査
項
目

　

①
問
診

　

②
身
長
・
体
重
・
腹
囲
測
定

　

③
血
圧
測
定

　

④
肝
機
能
検
査

　

⑤
血
中
脂
質
検
査

　

⑥
血
糖
検
査

　

⑦
尿
検
査

　

⑧
視
診
・
聴
診
・
触
診

▼
料
金

・
無
料

▼
持
ち
物

・
国
民
健
康
保
険
証

・
特
定
健
康
診
査
受
診
券
ớ
紫
色
Ờ

▼
受
診
方
法

　
ủ
集
団
健
診
Ứỏủ
個
別
健
診
Ứ
の
ど
ち
ら
か

を
選
ん
で
受
診
し
て
く
だ
さ
い
Ố

　

※
人
間
ド
ỽ
ク
も
特
定
健
診
受
診
券
が
利

用
で
き
ま
す
Ố

�

★
よ
り
多
く
の
人
に 

　

健
診
を
受
け
て
い
た
だ
く
た
め
に

　

特
定
健
診
を
申
し
込
み
さ
れ
て
い
な
い
人

を
対
象
に
ỏ
電
話
や
訪
問
に
よ
る
ご
案
内
を

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
Ố

★　

歳
以
上
の
人
へ

７５

　

対
象
者
の
方
へ
ỏ
水
色
の
封
筒
で
後
期
高

齢
者
医
療
制
度
に
よ
る
健
康
診
査
の
受
診
券

と
案
内
が
届
き
ま
す
Ố

★
国
保
以
外
の
保
険
に 

　
　
　
　

加
入
し
て
い
る
人
へ

　

特
定
健
診
・
特
定
保
健
指
導
は
ỏ
各
医
療

保
険
者
に
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
Ố

　

受
診
を
希
望
す
る
人
は
ỏ
加
入
し
て
い
る

医
療
保
険
者
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
Ố

　

お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　

奈
半
利
町
役
場
住
民
福
祉
課

☎
ớ　

Ờ
８
１
８
１

３８

☎
ớ　

Ờ
４
０
１
２

３８

　

受
診
券
は
ỏ
８
月
下
旬
に
郵
送

し
て
い
ま
す
Ố

※
病
院
受
診
等
で
受
診
券
が
必
要

な
方
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
Ố

健やか犬
　健（ケン）犬（ケン）

健康づくり声かけ隊長　
古江掛増代

　
　

個
別�
健�
診　　
　

◆
と　

き

　

希
望
す
る
時
期
に
受
診
で
き
ま
す
Ố

◆
と
こ
ろ

　

県
内
の
登
録
医
療
機
関
で
受
診
で

き
ま
す
Ố

※
医
療
機
関
で
の
受
診
に
際
し
て
は
ỏ

予
約
等
が
必
要
な
場
合
が
あ
り
ま

す
Ố

※
詳
細
は
役
場
住
民
福
祉
課
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
Ố

◆
持
ち
物

　

①
保
険
証　

②
受
診
券

　
　

集�
団�
健�
診　　
　
　

　

平
成　

年
度
の
集
団
健
診
は
終
了

２９

し
ま
し
た
Ố

　

　
　
　

歳
Ỗ　

歳
の
奈
半
利
町
国
保
に
加
入
の
皆
さ
ま
へ

４０

７４

　
　
特
定
健
診
を

　
　
　
　
　
　

受
診
し
ま
し
Ỷ
う
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○
地
方
自
治
法
施
行　

周
年
記
念

７０

総
務
大
臣
表
彰
の
受
賞
に
つ
い
て

　

平
成　

年　

月　

日
に
東
京
で
開

２９

１１

２０

催
さ
れ
た
地
方
自
治
法
施
行　

周
年

７０

記
念
式
典
に
お
い
て
ỏ
本
町
は
総
務

大
臣
表
彰
を
受
賞
し
た
Ố

　

こ
の
賞
は
ỏ
地
方
自
治
功
労
表
彰

と
し
て
ỏ
地
方
自
治
法
施
行　

周
年

７０

を
記
念
し
ỏ
地
方
自
治
の
進
展
及
び

住
民
の
福
祉
の
増
進
に
努
め
た
団
体

及
び
個
人
に
対
し
て
行
わ
れ
る
も
の

で
ỏ
本
町
は
ỏủ
自
ら
の
創
意
工
夫
に

よ
り
ỏ
優
れ
た
施
策
を
実
施
し
ỏ
地

方
自
治
の
充
実
発
展
に
寄
与
し
た
Ứ

市
町
村
と
し
て
団
体
表
彰
を
受
賞
し

た
も
の
で
あ
る
Ố

　

今
回
の
受
賞
に
あ
た
ỳ
て
は
ỏ
高

知
県
か
ら
推
薦
を
い
た
だ
い
て
い
る

が
ỏ
本
町
の
取
り
組
み
が
ỏ
国
・
県
が

推
進
す
る
ủ
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
Ứ

や
ủ
地
方
創
生
施
策
Ứỏủ
集
落
活
動

セ
ン
タ
ồ
Ứỏủ
地
域
お
こ
し
協
力

隊
・
集
落
支
援
員
制
度
Ứ等
の
地
域
活

性
化
施
策
を
複
合
的
に
活
用
し
ỏ
地

域
経
済
の
縮
小
ỏ
少
子
高
齢
化
・
人

口
減
少
問
題
に
取
り
組
み
ỏ
そ
の
成

果
が
表
れ
つ
つ
あ
り
ỏ
こ
れ
ら
の
対

策
に
苦
慮
し
て
い
る
中
山
間
地
域
に

存
す
る
小
規
模
自
治
体
の
一
つ
の
先

駆
的
事
例
と
な
ỳ
て
い
る
こ
と
が
ỏ

そ
の
推
薦
理
由
と
な
ỳ
て
い
る
Ố

　

こ
の
こ
と
は
ỏ
議
会
の
議
員
の
皆

さ
ん
を
は
じ
め
町
民
の
皆
さ
ん
ỏ
各

団
体
や
企
業
の
方
々
の
町
行
政
に
対

し
て
の
ご
理
解
ỏ
ご
協
力
に
よ
る
も

の
と
思
ỳ
て
い
る
Ố

　

今
後
に
お
い
て
も
昨
年
度
設
立
し

た
集
落
活
動
セ
ン
タ
ồ
ủ
な
は
り
の

郷
Ứ
を
拠
点
と
し
て
行
政
と
住
民
が

協
働
・
連
携
し
て
各
事
業
を
展
開
し
ỏ

地
域
の
核
と
な
る
人
材
を
育
成
し
つ

つ
ỏ
住
民
が
主
体
と
な
り
町
の
課
題

や
ニ
ồ
ズ
に
応
じ
て
ỏ
産
業
ỏ
生
活
ỏ

福
祉
ỏ
防
災
と
い
ỳ
た
様
々
な
活
動

を
実
施
し
ỏ
本
町
の
さ
ら
な
る
発
展

と
住
民
の
福
祉
の
増
進
を
図
る
取
り

組
み
を
行
ỳ
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
る
Ố

○
健
康
ま
つ
り
に
つ
い
て

　

平
成　

年　

月　

日
に
健
康
ま
つ

２９

１１

１９

り
を
保
健
セ
ン
タ
ồ
に
お
い
て
ỏ
多

く
の
ボ
ラ
ン
テ
ỹ
ア
の
方
々
の
協
力

を
得
て
開
催
し
た
Ố

　

こ
の
健
康
ま
つ
り
は
ỏ
町
民
が
健

康
で
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
の
で
き

る
奈
半
利
町
を
目
指
し
て
毎
年
開
催

し
て
い
る
も
の
で
ỏ
日
赤
奉
仕
団
に

よ
る
応
急
処
置
の
講
座
ỏ
風
邪
や
虫

歯
予
防
の
た
め
の
親
子
教
室
ỏ
生
活

習
慣
病
予
防
を
目
的
と
し
た
運
動
教

室
ỏ
ヘ
ル
ス
メ
イ
ト
に
よ
る
ủ
野
菜

た
ỳ
ぷ
り
減
塩
食
Ứ
等
を
テ
ồ
マ
と

し
た
健
康
食
の
試
食
等
を
行
ỳ
た
Ố

　

本
町
は
ỏ
生
活
習
慣
病
ớ
糖
尿
病
ỏ

心
疾
患
ỏ
脳
血
管
疾
患
Ờ
に
よ
る
死

亡
率
が
県
及
び
全
国
に
比
べ
て
高

く
ỏ
人
口
に
占
め
る
透
析
患
者
の
割

合
も
高
く
な
ỳ
て
い
る
Ố

　

そ
の
た
め
ỏ
こ
の
健
康
ま
つ
り
や

健
康
パ
ス
ポ
ồ
ト
事
業
な
ど
を
通
じ

て
ỏ
子
ど
も
の
頃
か
ら
の
健
康
的
な

生
活
習
慣
の
定
着
の
推
進
ỏ
住
民
の

健
康
づ
く
り
へ
の
普
及
啓
発
等
に
取

り
組
み
ỏ
予
防
活
動
の
推
進
を
図
ỳ

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
Ố

○
町
営
工
事
に
つ
い
て

　

移
住
者
体
験
宿
泊
施
設
と
し
て
活

用
し
ỏ
移
住
定
住
の
促
進
を
図
る
こ

と
を
目
的
と
し
た
空
家
対
策
総
合
支

援
事
業
に
よ
る
旧
大
寺
邸
改
修
補
強

工
事
は
ỏ
平
成　

年
９
月
に
工
事
を

２９

発
注
し
ỏ
現
在
施
工
中
で
年
度
内
完

成
を
目
指
し
て
い
る
Ố

　

農
業
拠
点
施
設
整
備
工
事
は
ỏ
平

成　

年
９
月
に
工
事
を
発
注
し
ỏ
平

２９
成　

年
２
月
の
工
事
完
成
を
目
指

３０
し
ỏ
現
在
施
工
中
で
あ
る
Ố
こ
の
工

事
は
ỏ
移
住
者
向
け
の
農
業
研
修
や

特
産
品
の
集
出
荷
の
場
と
し
て
活
用

で
き
る
よ
う
旧
幼
稚
園
跡
を
改
修

し
ỏ
新
規
就
農
者
の
確
保
や
雇
用
の

創
出
と
ỏ
ふ
る
さ
と
納
税
の
返
礼
品

を
は
じ
め
と
し
た
特
産
品
の
集
出
荷

を
安
定
的
か
つ
円
滑
に
行
え
る
よ
う

整
備
す
る
も
の
で
あ
る
Ố

　

防
災
安
全
交
付
金
事
業
に
よ
る
町

道
大
原
西
ノ
平
線
改
良
工
事
は
ỏ
延

長　

・
０
ｍ
を
平
成　

年　

月
に
工

５０

２９

１０

事
を
発
注
し
ỏ
平
成　

年
３
月
の
完

３０

成
を
目
指
し
ỏ現
在
施
工
中
で
あ
る
Ố

　１２月定例会は、１２月１３日に開会し、町長からの行政報告の後、条例案件６
件、予算案件４件、その他の案件２件の各案件を原案どおり承認・可決し、１５
日に閉会した。一般質問は３人が登壇し、地震による火災対策、相続未登記
問題、ふるさと海岸の管理等について執行部の考えを 質 した。

ただ

●平成29年　第4回定例会

行
政
報
告（
要
旨
）

行
政
報
告（
要
旨
）

行
政
報
告（
要
旨
）

行
政
報
告（
要
旨
）

行
政
報
告（
要
旨
）

行
政
報
告（
要
旨
）

行
政
報
告（
要
旨
）

VOL.157
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災
害
復
旧
工
事
で
は
ỏ
町
道
須
川

４
号
線
道
路
災
害
復
旧
工
事
を
平
成

　

年
７
月
に
工
事
を
発
注
し
ỏ　

月

２９

１０

工
事
完
成
と
な
ỳ
て
い
る
Ố　　

○
水
道
事
業
に
つ
い
て

　

本
村
配
水
池
新
設
工
事
は
ỏ
ス
テ

ン
レ
ス
パ
ネ
ル
構
造
に
よ
る
配
水
池

の
新
設
工
事
１
カ
所
ỏ
本
村
簡
易
水

道
配
水
管
布
設
替
工
事
で
は
ỏ
１
工

区
延
長
９
１
８
・
２
ｍ
ỏ
２
工
区
延

長
９
６
４
・
０
ｍ
の
各
工
事
を
平
成

　

年
９
月
に
発
注
し
ỏ
各
工
事
と
も

２９年
度
内
完
成
を
目
指
し
ỏ
現
在
施
工

中
で
あ
る
Ố

　

大
規
模
な
地
震
が
発
生
し
た
場
合

で
も
ỏ
生
命
の
維
持
や
生
活
に
必
要

な
水
道
水
を
安
定
し
て
供
給
す
る
た

め
ỏ
水
道
施
設
の
耐
震
化
を
図
り
ỏ

ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
確
保
に
努
め
て
い

く
Ố

○
南
海
ト
ラ
フ
地
震
対
策
に
つ
い
て

　

災
害
時
の
風
雨
ỏ
防
寒
対
策
や
高

齢
者
ỏ
障
が
い
者
等
の
災
害
避
難
弱

者
の
対
策
と
し
て
ỏ
１
号
及
び
２
号

の
各
津
波
避
難
タ
ワ
ồ
の
屋
上
部
へ

居
宅
ス
ペ
ồ
ス
を
整
備
す
る
増
築
工

事
を
平
成　

年　

月
に
発
注
し
ỏ
現

２９

１０

在
施
工
中
で
年
度
内
完
成
を
目
指
し

て
い
る
Ố

　

防
災
拠
点
施
設
建
設
に
伴
う
各
防

災
機
器
等
の
増
設
工
事
は
ỏ
平
成　
２９

年
９
月
に
工
事
を
発
注
し
ỏ
平
成　
３０

年
３
月
の
完
成
を
目
指
し
ỏ
現
在
施

工
中
で
あ
る
Ố

　

こ
の
工
事
は
ỏ
災
害
時
に
重
要
な

情
報
伝
達
の
機
能
で
あ
る
防
災
無
線

等
の
機
器
類
が
役
場
庁
舎
に
整
備
さ

れ
て
い
る
た
め
ỏ
南
海
ト
ラ
フ
地
震

が
発
生
し
た
場
合
に
は
ỏ
庁
舎
が
被

災
し
ỏ
避
難
情
報
や
被
災
後
の
周
知

な
ど
の
情
報
伝
達
が
全
く
で
き
な
い

状
況
と
な
る
Ố
そ
の
た
め
ỏ
高
台
に

建
設
中
の
防
災
拠
点
施
設
に
防
災
無

線
等
の
情
報
伝
達
機
器
の
増
設
工
事

を
行
う
も
の
で
あ
る
Ố

　

避
難
所
運
営
マ
ニ
ỿ
ア
ル
委
託
業

務
は
ỏ
平
成　

年　

月
委
託
業
務
を

２９

１０

発
注
し
ỏ
平
成　

年
３
月
の
完
成
を

３０

目
指
し
ỏ
現
在
実
施
中
で
あ
る
Ố

　

こ
の
業
務
は
ỏ
南
海
ト
ラ
フ
地
震

を
は
じ
め
と
す
る
大
規
模
災
害
時
に

お
い
て
ỏ
地
域
の
自
助
ỏ
共
助
を
前

提
と
し
た
避
難
所
の
運
営
体
制
の
確

立
を
目
指
す
も
の
で
ỏ
平
成　

年
度

２９

は
ỏ
車
瀬
い
こ
い
の
家
と
加
領
郷
小

学
校
に
お
け
る
避
難
所
運
営
マ
ニ
ỿ

ア
ル
を
作
成
す
る
も
の
で
あ
る
Ố

○
先
進
企
業
と
の
協
働
の
森

づ
く
り
事
業
に
つ
い
て

　

高
知
県
が
進
め
る
ủ
環
境
先
進
企

業
と
の
協
働
の
森
づ
く
り
事
業
Ứ
に

よ
り
ỏ
奈
半
利
町
・
日
本
た
ば
こ
産

業
株
式
会
社
・
高
知
県
・
奈
半
利
町
郷

分
生
産
森
林
組
合
の
４
者
で
パ
ồ
ト

ナ
ồ
ズ
協
定
を
締
結
し
ỏ
協
働
で
本

町
の
約
２
０
０
ヘ
ク
タ
ồ
ル
の
森
林

保
全
に
向
け
た
活
動
に
取
り
組
ん
で

い
る
Ố

　

そ
の
活
動
の
一
環
と
し
ま
し
て
ỏ

平
成　

年　

月　

日
に
ỏ
日
本
た
ば

２９

１１

１１

こ
産
業
株
式
会
社
東
京
本
社
を
は
じ

め
四
国
四
県
の
各
支
店
か
ら
社
員
と

そ
の
家
族
ỏ
本
町
か
ら
の
地
元
ボ
ラ

ン
テ
ỹ
ア
の
皆
さ
ん
を
含
め
ỏ
総
勢

約　

人
の
参
加
の
も
と
ủ
Ｊ
Ｔ
の
森

８０

　

奈
半
利　

２
０
１
７
秋
の
森
林
保

全
活
動
Ứ
が
行
わ
れ
ỏ
間
伐
・
下
草
刈

り
・
植
栽
作
業
や
奈
半
利
川
の
清
掃

活
動
な
ど
広
範
囲
な
環
境
保
全
活
動

を
実
施
し
た
Ố

　

今
回
の
活
動
で
は
ỏ
本
町
の
間
伐

材
を
使
用
し
た
喫
煙
所
の
寄
贈
式
が

行
わ
れ
た
Ố
ま
た
ỏ
全
国
９
カ
所
に

あ
る
ủ
Ｊ
Ｔ
の
森
Ứ
の
中
か
ら
参
加

し
た
ỏ
熊
本
県
湯
前
町
と
地
域
の
抱

え
る
森
林
・
林
業
の
現
状
や
課
題
に

つ
い
て
の
意
見
交
換
や
ỏ
交
流
の
証

し
と
し
て
ỏ
そ
れ
ぞ
れ
が
活
動
で
使

用
し
て
い
る
タ
オ
ル
の
交
換
式
な
ど

も
行
い
ỏ
交
流
を
深
め
る
こ
と
が
で

き
た
Ố

　

こ
の
活
動
に
よ
り
ỏ
森
林
保
全
や

自
然
豊
か
な
本
町
の
Ｐ
Ｒ
を
す
る
こ

と
が
で
き
た
と
考
え
て
い
る
Ố
今
後

も
引
き
続
き
協
定
の
精
神
に
の
ỳ
と

り
ỏ
共
に
協
力
し
て
ủ
協
働
の
森
づ

く
り
事
業
Ứ
に
取
り
組
ん
で
い
く
Ố

　

こ
の
他
ỏ
中
芸
広
域
連
合
所
管
の

消
防
・
救
急
業
務
ỏ
介
護
保
険
業
務
ỏ

保
健
福
祉
業
務
ỏ
火
葬
場
業
務
の
取

り
組
み
状
況
に
つ
い
て
報
告
が
行
わ

れ
た
Ố

　
�◆

専　

決

○
平
成　

年
度
奈
半
利
町
一
般
会
計

２９

補
正
予
算
第
４
号
の
専
決
処
分

　

衆
議
院
の
解
散
に
伴
い
衆
議
院
議

員
総
選
挙
及
び
最
高
裁
裁
判
官
国
民

審
査
に
要
す
る
経
費
を
計
上
し
た
も

の
で
ỏ
補
正
の
内
容
は
ỏ
既
定
の
歳

入
歳
出
予
算
の
総
額
に
５
４
５
万
円

を
追
加
し
ỏ
歳
入
歳
出
予
算
の
額
を

そ
れ
ぞ
れ　

億
７
ỏ
７
５
０
万
円
と

５９

定
め
る
も
の
Ố

�

ớ
賛
成
者
全
員
⽅
承
認
Ờ

◆
条　

例

○
奈
半
利
町
防
災
セ
ン
タ
ồ
の
設
置

及
び
管
理
に
関
す
る
条
例

　

こ
の
条
例
は
ỏ
自
然
災
害
や
火
災

な
ど
の
非
常
時
に
お
け
る
防
災
活
動

の
拠
点
と
し
て
の
機
能
を
確
保
す
る

と
と
も
に
ỏ
町
民
に
対
し
平
常
時
に

お
け
る
防
災
訓
練
及
び
研
修
の
場
を

提
供
し
ỏ
も
ỳ
て
町
民
の
自
主
防
災

力
を
高
め
ỏ
安
全
で
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
を
推

進
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
整
備
す

案　
　

件



滑　議会だより　VOL.15717

る
奈
半
利
町
防
災
セ
ン
タ
ồ
の
設
置

及
び
管
理
に
関
し
必
要
な
事
項
を
定

め
る
も
の
Ố

�

ớ
賛
成
者
全
員
⽅
可
決
Ờ

○
奈
半
利
町
防
災
ヘ
リ
ポ
ồ
ト
の
設

置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例

　

自
然
災
害
や
火
災
な
ど
の
非
常
時

の
消
火
活
動
ỏ
人
命
救
助
及
び
物
資

の
輸
送
ま
た
は
緊
急
患
者
の
搬
送
等

を
行
う
消
防
・
防
災
ヘ
リ
コ
プ
タ
ồ

の
離
着
陸
施
設
と
し
て
整
備
す
る
奈

半
利
町
防
災
ヘ
リ
ポ
ồ
ト
の
設
置
及

び
管
理
に
関
し
必
要
な
事
項
を
定
め

る
も
の
Ố

�

ớ
賛
成
者
全
員
⽅
可
決
Ờ

○
奈
半
利
町
一
般
職
の
職
員
の
給
与
に
関

す
る
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

人
事
院
の
勧
告
に
基
づ
き
ỏ
国
に

準
拠
し
て
一
般
職
の
職
員
の
給
与
改

定
を
行
う
た
め
ỏ
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
も
の
で
ỏ
主
な
改
正
内
容
は

職
員
の
給
料
表
及
び
勤
勉
手
当
の
支

給
割
合
の
改
定
を
行
う
も
の
Ố

�

ớ
賛
成
者
全
員
⽅
可
決
Ờ

○
特
別
職
の
職
員
で
常
勤
の
も
の
の

給
与
及
び
旅
費
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

高
知
県
に
準
拠
し
て
ỏ
常
勤
の
特

別
職
の
職
員
に
対
す
る
期
末
手
当
の

支
給
割
合
を
改
定
す
る
た
め
ỏ
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
も
の
Ố

�

ớ
賛
成
者
全
員
⽅
可
決
Ờ

○
議
会
の
議
員
に
対
す
る
期
末
手
当
の

支
給
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例

　

高
知
県
議
会
に
準
拠
し
て
ỏ
議
会

の
議
員
に
対
す
る
期
末
手
当
の
支
給

割
合
を
改
定
す
る
た
め
ỏ
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
も
の
Ố

�

ớ
賛
成
者
全
員
⽅
可
決
Ờ

○
奈
半
利
町
福
祉
医
療
費
助
成
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

児
童
に
対
す
る
医
療
費
助
成
の
対

象
年
齢
を
拡
大
し
ỏ
さ
ら
な
る
子
育

て
家
庭
の
経
済
的
負
担
軽
減
と
児
童

の
健
康
管
理
を
図
る
た
め
ỏ
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
も
の
Ố

�

ớ
賛
成
者
全
員
⽅
可
決
Ờ

◆
そ
の
他

○
奈
半
利
町
過
疎
地
域
自
立
促
進
市

町
村
計
画
の
一
部
変
更
に
つ
い
て

　

奈
半
利
町
過
疎
地
域
自
立
促
進
市

町
村
計
画
に
つ
い
て
ỏ
事
業
の
追
加

等
に
よ
り
ỏ
計
画
の
一
部
を
変
更
す

る
た
め
ỏ
過
疎
地
域
自
立
促
進
特
別

措
置
法
の
規
定
に
基
づ
き
ỏ
議
会
の

議
決
を
求
め
る
も
の
Ố

�

ớ
賛
成
者
全
員
⽅
可
決
Ờ

○
高
知
市
及
び
奈
半
利
町
に
お
け
る�

れ
ん
け
い
こ
う
ち
広
域
都
市
圏
形
成

に
係
る
連
携
協
約
の
締
結
に
つ
い
て

　

高
知
県
全
域
を
圏
域
と
し
ỏ
そ
の

圏
域
全
体
の
経
済
成
長
を
け
ん
引

し
ỏ
圏
域
の
住
民
全
体
の
暮
ら
し
を

支
え
て
い
く
取
り
組
み
を
ỏ
本
町
及

び
高
知
市
が
役
割
分
担
を
明
確
に
し

た
上
で
相
互
に
連
携
し
て
実
施
す
る

こ
と
に
よ
り
ỏ
人
口
減
少
・
少
子
高

齢
社
会
に
あ
ỳ
て
も
ỏ
活
力
あ
る
地

域
経
済
を
維
持
し
ỏ
住
民
が
安
心
し

て
快
適
な
暮
ら
し
を
営
む
こ
と
が
で

き
る
圏
域
を
形
成
す
る
こ
と
を
目
的

に
地
方
自
治
法
の
規
定
に
基
づ
き
ỏ

連
携
協
約
を
締
結
す
る
こ
と
に
つ
い

て
ỏ
議
会
の
議
決
を
求
め
る
も
の
Ố

�

ớ
賛
成
者
全
員
⽅
可
決
Ờ

◆
予　

算

○
平
成　

年
度
奈
半
利
町
簡
易
水
道

２９

事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
第
２
号

　

既
定
の
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に

３
万
１
ỏ
０
０
０
円
を
追
加
し
ỏ
歳

入
歳
出
予
算
を
そ
れ
ぞ
れ
３
億
１
ỏ

９
３
４
万
円
と
定
め
る
も
の
Ố

　

歳
入
は
使
用
料
３
万
１
ỏ
０
０
０

円
を
追
加
し
ỏ
歳
出
は
衛
生
費
３
万

１
ỏ
０
０
０
円
を
追
加
す
る
も
の
Ố

�

ớ
賛
成
者
全
員
⽅
可
決
Ờ

○
平
成　

年
度
奈
半
利
町
国
民
健
康
保

２９

険
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
第
２
号

　

既
定
の
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に

２
ỏ
２
９
１
万
円
を
追
加
し
ỏ
歳
入

歳
出
予
算
を
そ
れ
ぞ
れ
６
億
７
ỏ
２

６
８
万
円
と
定
め
る
も
の
Ố

　

歳
入
の
主
な
も
の
は
ỏ
国
庫
支
出

金
９
３
６
万
円
ỏ
繰
入
金
１
ỏ
１
４

９
万
円
を
追
加
し
ỏ
歳
出
の
主
な
も

の
は
ỏ
保
険
給
付
費
２
ỏ
２
８
４
万

円
を
追
加
す
る
も
の
Ố

�

ớ
賛
成
者
全
員
⽅
可
決
Ờ

○
平
成　

年
度
奈
半
利
町
一
般
会
計

２９

補
正
予
算
第
５
号

　

既
定
の
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に

９
億
５
ỏ
１
６
６
万
円
を
追
加
し
ỏ

歳
入
歳
出
予
算
を
そ
れ
ぞ
れ　

億
６９

２
ỏ
９
１
６
万
円
と
定
め
る
も
の
Ố

　

歳
入
の
主
な
も
の
は
ỏ
寄
付
金
５

億
円
ỏ
繰
入
金
４
億
４
ỏ
３
５
６
万

円
を
追
加
し
ỏ
歳
出
の
主
な
も
の

は
ỏ
総
務
費
４
億
４
ỏ
２
０
９
万
円
ỏ

諸
支
出
金
５
億
８
０
４
万
円
を
追
加

す
る
も
の
Ố

�

ớ
賛
成
者
全
員
⽅
可
決
Ờ

�　

平
成　

年
２
月　

日
に
第
１
回
臨

３０

１４

時
会
を
開
催
し
ỏ
補
正
予
算
１
件
に

つ
い
て
の
審
議
を
行
ỳ
た
Ố

○
平
成　

年
度
奈
半
利
町
一
般
会
計

２９

補
正
予
算
第
６
号

　

既
定
の
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に

　

億
８
ỏ
０
０
０
万
円
を
追
加
し
ỏ

２９歳
入
歳
出
予
算
を
そ
れ
ぞ
れ　

億
９

９９

１
６
万
円
と
定
め
る
も
の
Ố

　

歳
入
は
ỏ
寄
付
金　

億
円
ỏ
繰
入

１６

金　

億
８
ỏ
０
０
０
万
円
を
追
加
す

１３
る
も
の
で
ỏ
歳
出
の
主
な
も
の
は
ỏ

総
務
費　

億
８
ỏ
０
０
０
万
円
ỏ
諸

１３

支
出
金　

億
９
ỏ
９
９
０
万
円
を
追

１５

加
す
る
も
の
Ố

�

賛
成
者
全
員
ớ
可
決
Ờ

平
成　

年
奈
半
利
町
議
会

３０
第
１
回
臨
時
会
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そ
れ
ぞ
れ
の
委
員
会
の
調
査
事
件

の
所
管
担
当
課
よ
り
ỏ
調
査
事
件
に

係
る
資
料
の
提
出
及
び
経
過
・
状
況

等
に
つ
い
て
の
説
明
ỏ
報
告
を
受

け
ỏ
現
地
等
の
視
察
ỏ
協
議
を
行
ỳ

た
Ố

　

調
査
事
件
及
び
概
要

��

ớ　

月　

日
Ờ

１１

１６

○
室
戸
市
大
規
模
太
陽

光
発
電
施
設
事
業
者

と
の
協
定
書
締
結
に

つ
い
て

　

室
戸
市
羽
根
町
に
建

設
中
の
太
陽
光
発
電
施

設
に
つ
い
て
業
者
と
の

協
定
内
容
の
説
明
を
受

け
協
議
を
し
た
Ố

　

協
定
は
町
と
業
者
で

締
結
ỏ
内
容
に
つ
い
て

は
地
元
住
民
に
も
確
認

を
行
ỳ
て
い
る
と
の
こ

と
で
あ
る
Ố
今
後
ỏ
議

会
に
お
い
て
現
地
視
察

を
行
え
る
よ
う
ỏ
業
者

へ
の
働
き
か
け
を
執
行

部
に
要
請
し
た
Ố

総
務
民
生
・
地
域
振
興

合
同
常
任
委
員
会　　　

��

ớ　

月　

日
Ờ

１１

１６

○
次
世
代
型
ハ
ウ
ス
促
進
事
業
に
つ
い
て

　

事
業
の
詳
細
ỏ
補
助
対
象
な
ど
に

つ
い
て
調
査
を
行
ỳ
た
Ố
制
度
利
用

中
の
近
隣
町
村
に
視
察
を
行
う
な
ど

し
ỏ
積
極
的
に
事
業
を
取
り
入
れ
る

よ
う
確
認
を
し
た
Ố

○
工
事
進
捗
状
況
に
つ
い
て

　

発
注
状
況
の
説
明
を
受
け
ỏ
協
議

を
行
い
ỏ
繰
越
事
業
の
未
発
注
工
事

等
に
つ
い
て
ỏ
早
期
発
注
の
要
請
を

行
ỳ
た
Ố

地
域
振
興
常
任
委
員
会

○
集
出
荷
・
就
農
研
修
施
設
工
事
の

進
捗
状
況
等
ớ
現
地
視
察
Ờ

　

旧
幼
稚
園
の
改
修
状
況
に
つ
い
て

説
明
を
受
け
ỏ
現
地
に
て
視
察
を
行

い
ỏ
農
業
研
修
施
設
と
し
て
の
機
能

の
説
明
を
受
け
ỏ
協
議
を
行
ỳ
た
Ố

　��

ớ　

月
５
日
Ờ

１２

○
福
祉
医
療
費
助
成
に
関
す
る
条
例

改
正
に
つ
い
て

　

条
例
改
正
に
つ
い
て
改
正
内
容
の

調
査
を
行
ỳ
た
Ố
現
行
で
は
中
学
生

ま
で
で
あ
る
医
療
費
無
償
化
を
平
成

　

年
度
よ
り
高
校
生
ま
で
拡
大
す
る

３０も
の
で
あ
り
ỏ
詳
細
に
つ
い
て
調
査

を
行
ỳ
た
Ố

○
国
保
制
度
改
革
に
つ
い
て

　

国
保
の
制
度
改
正
に
つ
い
て
ỏ
タ

イ
ム
ス
ケ
ジ
ỿ
ồ
ル
等
の
調
査
を

行
ỳ
た
Ố
制
度
改
正
に
つ
い
て
は
１

月
下
旬
頃
よ
り
保
険
料
等
に
つ
い
て

の
詳
細
が
県
よ
り
示
さ
れ
る
見
込
み

で
あ
る
の
で
ỏ
継
続
し
て
調
査
を
す

る
こ
と
と
し
た
Ố

総
務
民
生
常
任
委
員
会

○
町
営
住
宅
の
募
集
要
項
の
変
更
に

つ
い
て

　

町
営
住
宅
の
募
集
に
つ
い
て
ỏ
応

募
が
少
な
く
な
ỳ
て
い
る
現
状
を
踏

ま
え
ỏ
随
時
募
集
を
行
う
要
項
の
変

更
で
あ
り
ỏ
今
後
の
町
営
住
宅
の
在

り
方
等
に
つ
い
て
協
議
を
行
ỳ
た
Ố

��

ớ　

月
７
日
Ờ

１２

　

定
例
会
会
期
に
つ
い
て
ỏ
総
務
課

長
よ
り
提
出
議
案
に
つ
い
て
の
説
明

を
受
け
協
議
を
行
い
ỏ
執
行
部
提
出

の
承
認
案
件
１
件
ỏ
条
例
案
件
６

件
ỏ
予
算
案
件
３
件
ỏ
そ
の
他
の
案

件
２
件
ỏ
一
般
質
問
の
通
告
が
３
件

で
あ
り
ỏ
こ
れ
ら
の
審
議
等
を
行
う

た
め
の
会
期
を　

月　

日
か
ら　

日

１２

１３

１５

の
３
日
間
と
決
し
た
Ố

��

ớ　

月　

日
Ờ

１０

１８

　

平
成　

年　

月
広
報
ớ
議
会
だ
よ

２９

１１

り
Ờ
の
編
集
・
校
正
を
行
ỳ
た
Ố

議
会
運
営
委
員
会

広
報
編
集
特
別
委
員
会
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地
震
の
火
災
対
策
と
し
て
感
震

ブ
レ
ồ
カ
ồ
を
設
置
せ
よ

問　

地
震
が
発
生
す
る
と
被
害
の
一
つ

に
地
震
火
災
が
あ
り
ỏ
そ
れ
は
人
命
を

危
う
く
す
る
こ
と
に
つ
な
が
る
Ố
県
も

　

市
町
村　

地
区
を
指
定
し
ỏ
地
震
火

１１

１９

災
対
策
と
し
て
事
業
を
実
施
し
て
い

る
Ố
当
町
も
南
海
地
震
が
発
生
し
た
場

合
ỏ
木
造
住
宅
密
集
地
が
多
く
ỏ
火
災

が
同
時
多
発
的
に
発
生
す
る
恐
れ
も
高

く
ỏ
津
波
避
難
行
動
の
妨
げ
に
な
る
こ

と
が
十
分
懸
念
さ
れ
る
Ố
県
の
補
助
事

業
が
受
け
ら
れ
な
け
れ
ば
町
単
独
事
業

で
も
設
置
す
る
考
え
は
な
い
か
Ố

町
単
独
で
の
事
業
化
に
向
け

て
検
討
し
て
い
く

答　

太
田
総
務
課
長

　

簡
易
型
感
震
ブ
レ
ồ
カ
ồ
の
設
置
経

費
へ
の
補
助
等
ỏ
地
震
火
災
に
よ
る
人

的
被
害
の
軽
減
を
図
る
た
め
の
補
助
制

度
に
つ
い
て
は
ỏ
平
成　

年
度
か
ら
高

２７

知
県
が
実
施
し
て
い
る
高
知
県
地
震
火

災
対
策
推
進
事
業
費
補
助
金
交
付
要
綱

に
よ
り
重
点
推
進
地
区
と
し
て
指
定
を

受
け
た
地
域
内
で
行
う
簡
易
型
感
震
ブ

レ
ồ
カ
ồ
の
購
入
に
係
る
経
費
に
対
す

る
補
助
事
業
以
外
は
ỏ
現
時
点
で
は
ỏ

対
象
と
な
る
制
度
が
な
い
Ố

　

し
か
し
な
が
ら
ỏ
南
海
ト
ラ
フ
地
震

が
発
生
し
た
場
合
ỏ
議
員
の
指
摘
の
と

お
り
ỏ
本
町
に
お
い
て
も
火
災
が
同
時

多
発
的
に
発
生
す
る
恐
れ
が
高
く
ỏ
そ

の
こ
と
が
津
波
避
難
行
動
の
妨
げ
に
な

る
こ
と
は
十
分
に
想
定
さ
れ
る
こ
と
で

あ
る
Ố

　

そ
の
た
め
ỏ
町
と
し
て
は
ỏ
事
業
化

に
あ
た
ỳ
て
ỏ
多
大
な
財
源
が
必
要
と

は
な
る
が
ỏ
大
き
な
行
政
効
果
が
期
待

で
き
る
と
思
わ
れ
る
た
め
ỏ
今
後
ỏ
補

助
対
象
と
す
る
家
屋
の
定
義
や
範
囲
ỏ

補
助
率
や
限
度
額
な
ど
ỏ
ま
だ
検
討
を

加
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
多
く
の
項
目

が
あ
る
が
ỏ
県
の
重
点
推
進
地
区
で
あ

る
田
野
町
の
取
り
組
み
等
を
参
考
に

し
ỏ
来
年
度
の
事
業
化
ỏ
予
算
化
に
向

け
て
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

る
Ố住

宅
耐
震
化
の
国
の
補
助
見
直
し

は
重
大
Ốど
の
よ
う
に
認
識
す
る
か

問　

高
知
県
か
ら
南
海
地
震
発
生
に
よ

る
本
町
の
被
害
想
定
は
死
者
６
０
０
人

の
人
的
被
害
が
あ
る
と
公
表
さ
れ
た
Ố

そ
の
た
め
全
戸
耐
震
化
や
津
波
対
策
を

行
い
ỏ
人
的
被
害
を
で
き
る
だ
け
０
に

近
づ
け
る
た
め
に
全
力
を
挙
げ
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
る
Ố
こ
う
い
ỳ
た
矢
先
ỏ

国
は
方
針
を
変
更
し
て　

年
度
以
降
の

１９

補
助
金
を
大
幅
に
減
額
し
よ
う
と
し
て

い
る
Ố
そ
う
な
れ
ば
国
土
交
通
省
の
補

助
制
度
が
使
え
な
く
な
り
ỏ
個
人
負
担

が　

万
円
以
上
増
額
と
な
る
と
い
わ
れ

５０
て
い
る
Ố
当
町
の
平
成　

年
度
に
耐
震

２８

工
事
を
さ
れ
た
方
の
工
事
費
用
は
平
均

１
２
８
万
円
で
ỏ
個
人
負
担
は　

万
円

１８

程
度
で
耐
震
工
事
が
で
き
て
い
る
Ố
国

の
方
針
変
更
は
住
宅
耐
震
化
の
推
進
に

水
を
差
し
ỏ
大
き
な
影
響
を
与
え
ỏ
住

民
の
命
を
守
る
事
業
が
進
ま
な
く
な
る

の
で
は
と
大
変
危
惧
し
て
い
る
が
ỏ
ど

の
よ
う
に
認
識
し
ỏ
対
応
を
す
る
か
見

解
を
問
う
Ố　

補
助
要
綱
等
を
整
備
し
事
業

化
に
取
り
組
む

答　

齊
藤
町
長

　

本
事
業
に
つ
い
て
は
平
成　

年
度
か

３１

ら
耐
震
改
修
の
効
果
促
進
事
業
を
用
い

な
い
よ
う
に
指
摘
を
さ
れ
ỏ
住
民
に

と
ỳ
て
は
負
担
増
と
い
う
状
況
に
な
ỳ

て
く
る
Ố県
も
今
後
の
方
針
・
対
応
は
ま

だ
決
ま
ỳ
て
な
い
が
ỏ
と
に
か
く
今
の

事
業
を
継
続
し
て
い
く
よ
う
な
取
り
組

み
を
し
て
い
く
Ố

　

来
年
度
は
本
事
業
も
ま
だ
継
続
さ
れ

る
の
で
ỏ
目
標
値
を
も
ỳ
と
上
げ
て
取

り
組
ん
で
い
く
必
要
が
あ
る
Ố
こ
う

い
ỳ
た
情
報
を
住
民
に
も
周
知
し
ỏ
平

成　

年
度
に
実
施
で
き
る
も
の
は
積
極

３０
的
に
進
め
て
い
き
た
い
Ố

　

平
成　

年
度
以
降
ỏ
従
来
ど
お
り
の

３１

国
の
補
助
が
な
く
な
ỳ
た
場
合
は
ỏ
で

き
る
だ
け
住
民
の
負
担
に
な
ら
な
い
よ

う
な
水
準
を
守
ỳ
て
い
く
よ
う
協
議
・

検
討
を
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
考
え
て
い
る
Ố

山中　　茂　議員
地震時の火災対策として
感震ブレーカーを！
来年度の事業化・予算化に向けて
進めていきたい/総務課長

禦

亨

魚

享

挙挙挙挙

鋸鋸鋸鋸

虚
虚
虚
虚
虚
虚
虚
虚
虚
虚
虚
虚
虚
虚
虚
虚
虚
虚
虚
虚
虚

許
許
許
許
許
許
許
許
許
許
許
許
許
許
許
許
許
許
許
許
許

ớ
出
典
⽅
地
震
調
査
研
究
推
進
本
部
Ờ
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全
国
的
に
所
有
者
不
明
・
相
続
未
登

記
の
土
地
が
多
く
見
ら
れ
る
Ố町
民

に
適
切
な
情
報
を
提
供
し
改
善
を

促
す
取
り
組
み
を
す
べ
き
で
は
？

問　
現
在
ỏ
全
国
的
に
所
有
者
不
明
ま
た

は
ỏ
相
続
未
登
記
の
土
地
及
び
住
宅
の
問

題
が
大
き
く
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
Ố

　

当
町
に
お
い
て
も
所
有
者
が
不
明
・

相
続
未
登
記
で
あ
る
土
地
・
家
屋
等
が

あ
る
Ố
こ
の
問
題
は
ỏ
個
人
の
問
題
で

あ
る
と
と
も
に
行
政
に
と
ỳ
て
も
大
き

な
関
係
が
あ
り
ỏ
一
概
に
個
人
の
問
題

と
し
て
放
置
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と

考
え
て
い
る
Ố現
に
死
亡
届
を
受
理
し
ỏ

そ
の
後
親
族
が
固
定
資
産
等
の
税
金
を

支
払
ỳ
て
い
る
と
い
う
事
例
が
非
常
に

多
く
見
受
け
ら
れ
る
Ố
他
方
ỏ
近
年
で

は
放
置
さ
れ
た
土
地
か
ら
雑
草
等
が
町

道
に
は
み
出
し
ỏ
通
行
の
妨
げ
に
な
ỳ

た
り
ỏ
民
間
の
間
で
紛
争
ま
で
起
き
う

る
事
例
が
見
受
け
ら
れ
る
Ố

　

何
よ
り
も
住
民
が
不
安
な
こ
と
は
こ

れ
か
ら
の
時
期
ỏ
宅
地
等
に
放
置
さ
れ

た
雑
草
が
枯
れ
ỏ
火
事
に
発
展
す
る
こ

と
で
あ
る
Ố

　

一
方
で
ỏ
こ
の
よ
う
な
問
題
に
対
処

す
る
自
治
体
の
悩
み
も
深
い
Ố
平
成　
２７

年
に
ủ
空
家
等
対
策
の
推
進
に
関
す
る

特
別
措
置
法
Ứớ
空
き
家
特
措
法
Ờ
が
施

行
さ
れ
た
こ
と
で
ỏ
空
き
家
の
倒
壊
に

よ
ỳ
て
近
隣
住
民
に
被
害
が
及
ぶ
場
合

な
ど
ỏ
所
有
者
が
不
明
の
場
合
で
も

ủ
略
式
代
執
行
Ứ
を
行
う
こ
と
が
で
き

る
Ố
し
か
し
こ
の
場
合
ỏ
撤
去
費
用
は

自
治
体
の
持
ち
出
し
と
な
る
た
め
ỏ
十

分
な
検
討
が
必
要
と
な
る
Ố
こ
の
よ
う

な
状
況
を
行
政
は
ど
う
受
け
止
め
て
い

る
か
見
解
を
伺
う
Ố

住
民
に
周
知
を
し
て
い
く

答　

寺
村
総
務
課
課
長
補
佐

　

相
続
登
記
が
な
さ
れ
て
い
な
い
が
た

め
に
ỏ
所
有
者
あ
る
い
は
管
理
者
が
不

明
で
あ
り
ỏ
連
絡
が
と
れ
な
い
土
地
及

び
家
屋
が
増
加
し
て
お
り
ỏ
今
後
も
高

齢
化
の
進
展
等
に
よ
り
ỏ
ま
す
ま
す
増

加
す
る
と
思
わ
れ
る
Ố
そ
れ
に
伴
い
ỏ

荒
廃
し
た
土
地
ỏ
倒
壊
の
恐
れ
の
あ
る

家
屋
も
増
加
し
て
お
り
ỏ
公
衆
衛
生
ỏ

景
観
美
化
等
の
生
活
環
境
に
悪
影
響
を

与
え
ỏ
防
災
ỏ
防
犯
に
お
い
て
も
多
く

の
問
題
点
が
生
じ
て
き
て
い
る
Ố

　

国
の
特
別
措
置
法
に
基
づ
く
ủ
略
式

代
執
行
Ứ
や
ủ
行
政
代
執
行
Ứ
と
い
う

手
段
も
あ
る
が
ỏ
本
町
の
よ
う
な
小
規

模
自
治
体
で
は
人
的
ỏ
時
間
的
あ
る
い

は
財
政
的
な
制
約
が
あ
る
た
め
ỏ
現
実

的
な
解
決
手
段
で
は
な
い
と
考
え
て
い

る
Ố
そ
の
た
め
ỏ
ま
ず
は
住
民
の
皆
様

に
相
続
登
記
を
は
じ
め
適
正
な
登
記
を

行
ỳ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
周
知
す
る
な

ど
の
対
応
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
て
い

る
Ố

問　

資
産
価
値
や
利
用
価
値
の
な
く

な
ỳ
た
土
地
が
ỏ
登
記
さ
れ
な
か
ỳ
た

り
ỏ
相
続
放
棄
さ
れ
た
り
す
る
こ
と
で

所
有
者
が
不
明
に
な
ỳ
て
い
る
と
い

う
Ốそ
し
て
所
有
者
不
明
・
相
続
未
登
記

の
土
地
・
家
屋
が
あ
る
こ
と
に
よ
ỳ
て
ỏ

倒
壊
寸
前
の
空
き
家
を
処
分
で
き
な

い
ỏ
公
共
事
業
を
行
う
こ
と
が
で
き
な

い
Ố

　

さ
ら
に
災
害
被
害
地
域
で
の
復
興
の

妨
げ
に
な
る
と
い
ỳ
た
問
題
が
起
き
て

い
る
の
が
現
実
で
あ
る
Ố
そ
こ
で
京
都

府
精
華
町
の
取
り
組
み
を
紹
介
し
た
い

と
思
う
Ố
精
華
町
で
は
ỏ
死
亡
届
を
総

合
窓
口
課
で
受
け
付
け
て
関
係
課
に
連

絡
し
ỏ
法
務
局
で
相
続
手
続
き
が
必
要

に
な
る
こ
と
を
説
明
ỏ
必
要
な
書
類
も

手
渡
し
て
い
る
Ố

　

こ
の
よ
う
な
取
り
組
み
に
よ
ỳ
て
大

幅
な
改
善
に
つ
な
が
ỳ
た
と
報
道
も
さ

れ
て
い
る
Ốた
だ
し
ỏ
民
法
ớ
不
動
産
登

記
法
Ờ
現
行
の
法
律
で
は
ỏủ
任
意
Ứ
と

な
ỳ
て
い
る
た
め
に
強
制
は
で
き
な

い
Ố
し
か
し
な
が
ら
ỏ
個
人
・
行
政
に

と
ỳ
て
総
合
的
に
考
え
る
と
メ
リ
ỽ
ト

の
あ
る
内
容
と
考
え
る
Ố

　

当
町
に
お
い
て
も
長
期
的
な
取
り
組

み
と
し
て
ỏ
死
亡
届
を
受
理
す
る
際
ỏ

親
族
等
に
相
続
登
記
を
し
て
い
た
だ
く

よ
う
に
促
す
べ
き
で
は
と
考
え
る
が
見

解
を
伺
う
Ố

関
係
課
と
連
携
し
解
消
に
努
め
る

答　

寺
村
総
務
課
課
長
補
佐

　

本
町
に
お
い
て
も
ỏ
相
続
登
記
が
で

き
て
い
な
い
所
有
者
不
明
の
土
地
ỏ
家

屋
が
買
収
予
定
地
に
あ
る
と
ỏ
公
共
事

業
の
実
施
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
こ

と
が
危
惧
さ
れ
る
Ố

　

本
町
で
は
死
亡
届
の
提
出
が
あ
ỳ
た

場
合
ỏ
窓
口
で
あ
る
住
民
福
祉
課
で

ủ
諸
手
続
き
に
つ
い
て
Ứ
の
チ
ラ
シ
を

配
布
し
て
お
り
ỏ
そ
の
中
で
相
続
資
産

が
あ
る
場
合
は
ỏ
総
務
課
固
定
資
産
税

係
で
税
上
の
手
続
き
を
行
う
よ
う
に
案

内
し
て
い
る
Ố
総
務
課
で
は
口
頭
で
相

続
登
記
を
促
す
説
明
を
し
て
い
る
が
ỏ

精
華
町
の
よ
う
な
丁
寧
な
案
内
ま
で
は

至
ỳ
て
い
な
い
Ố

　

今
後
ỏ
土
地
所
有
者
等
の
死
亡
に
関

す
る
届
け
出
ỏ
手
続
き
に
関
し
て
は
ỏ

改
善
す
べ
き
点
が
多
く
あ
る
と
考
え
る

の
で
ỏ
精
華
町
の
取
り
組
み
や
国
土
交

通
省
の
例
示
を
参
考
に
さ
せ
て
い
た
だ

き
ỏ
届
出
人
の
負
担
が
過
大
に
な
ら
な

い
よ
う
に
配
慮
し
な
が
ら
ỏ
関
係
各
課

と
連
携
を
と
り
ỏ
所
有
者
不
明
の
土

地
ỏ
家
屋
を
増
加
さ
せ
な
い
よ
う
に
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
Ố

寺村　真吾　議員
行政として個人財産管理の在り方を
促す取り組みをすべきでは？
関係各課で連携し、所有者不明の土地等を
増加させないよう取り組む／総務課課長補佐
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中川　和明　議員
原油価格高騰などにより
家計が苦しくなるその対応は！
稼いでいける仕組みづくりに取り組んでいく／町長

再
度
一
般
質
問
の
重
要
さ

を
聞
く

問　

ふ
る
さ
と
海
岸
の
松
の
木
が
枯
れ

て
腐
り
ỏ
根
回
り
１
ｍ
以
上
の
木
が
３

本
も
倒
れ
て
い
た
り
ỏ
今
に
も
倒
れ
そ
う

な
危
険
な
松
の
木
も　

本
あ
る
Ố早
急
に

９８

取
り
除
き
撤
去
す
る
よ
う
に
Ố
事
故
が

起
こ
り
被
害
が
発
生
し
た
ら
ỏ
災
害
で

は
な
く
人
災
で
あ
る
と
考
え
る
Ố担
当
課

は
担
当
す
る
区
域
を
月
に
一
度
は
見
回

り
ỏ
危
険
箇
所
は
な
い
か
ỏ
以
前
に
質

問
し
ỏ
指
摘
さ
れ
た
所
な
ど
も
確
認
を

す
る
よ
う
お
願
い
を
し
て
い
る
が
ỏ
質
問

が
終
わ
れ
ば
何
も
し
な
い
の
で
は
ỏ
議
会

軽
視
で
あ
る
と
考
え
る
Ố議
員
の
一
般
質

問
は
ỏ
町
民
の
日
常
生
活
ỏ
ま
た
町
政

に
関
す
る
事
柄
や
そ
の
こ
と
ご
と
を
議

会
で
質
問
し
て
い
る
Ố住
民
の
生
命
財
産

を
守
る
の
が
公
務
員
の
仕
事
で
あ
る
と

考
え
る
Ốそ
の
住
民
の
声
を
届
け
る
よ
う

議
員
活
動
を
し
て
い
る
Ố

　

奈
半
利
町
民
は
も
と
よ
り
田
野
町
や

北
川
村
な
ど
ỏ
町
内
外
の
た
く
さ
ん
の

人
た
ち
が
毎
日
ふ
る
さ
と
海
岸
を
健
康

づ
く
り
の
た
め
散
歩
を
し
て
い
る
Ố
早

急
に
枯
れ
た
松
の
木
な
ど
を
取
り
除
き

撤
去
す
る
よ
う
安
芸
土
木
に
要
請
す
る

べ
き
で
あ
る
と
考
え
る
Ố
ま
た
ỏ
８
月

９
月
に
は
ỏ
シ
ロ
ア
リ
が
大
量
に
発
生

し
ỏ
周
辺
の
住
民
か
ら
苦
情
が
出
て
お

り
ỏ
空
き
家
な
ど
に
は
大
変
多
く
の
シ

ロ
ア
リ
が
入
り
ỏ
被
害
が
出
て
き
て
い

る
と
聞
い
て
い
る
Ố
松
く
い
虫
の
対
策

も
早
急
な
対
応
が
必
要
と
考
え
る
が
対

応
は
Ố

管
理
者
で
あ
る
高
知
県
へ
要

望
し
て
い
く

答　

濱
内
地
域
振
興
課
長

　
ủ
ふ
る
さ
と
海
岸
の
植
栽
Ứ
に
つ
い
て

は
ỏ
海
岸
を
管
理
す
る
高
知
県
安
芸
土

木
事
務
所
に
こ
の
状
況
を
連
絡
し
て
ỏ

倒
木
の
危
険
が
あ
り
ỏ
通
行
人
に
被
害

を
及
ぼ
す
可
能
性
の
あ
る
松
等
に
つ
い

て
ỏ
伐
採
除
去
を
す
る
な
ど
早
急
な
対

応
を
お
願
い
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
Ố

　

そ
の
経
過
に
つ
い
て
は
ỏ
平
成　

年
２８

度
に
は
６
月
に
枯
死
し
た
松　

本
の
伐

７５

採
を
行
ỳ
て
い
る
Ốま
た
平
成　

年
度
に

２９

は
同
じ
く
６
月
に
枯
死
し
た
松
１
１
６

本
の
伐
採
と
昨
年
伐
採
し
た
も
の
と
合

わ
せ
て
１
９
１
本
の
松
を
搬
出
し
て
い

る
Ốま
た
ỏ
松
く
い
虫
対
策
の
薬
剤
の
樹

幹
注
入
に
つ
い
て
も
平
成　

年
度
で
予

２９

算
の
確
保
を
し
て
い
た
だ
い
て
お
る
と

こ
ろ
で
あ
る
が
ỏ
こ
れ
に
つ
い
て
は
１
月

Ỗ
２
月
に
か
け
て
の
実
施
予
定
で
あ
る

と
聞
い
て
い
る
Ố
海
岸
を
管
理
す
る
高

知
県
安
芸
土
木
事
務
所
へ
の
申
し
入
れ

と
対
応
策
並
び
に
経
過
に
つ
い
て
は
以

上
で
あ
り
ỏ
対
処
し
て
い
た
だ
い
て
い

る
も
の
と
理
解
し
て
い
る
Ốし
か
し
な
が

ら
ỏ
松
く
い
虫
の
被
害
が
予
想
以
上
に

増
大
し
て
い
る
た
め
ỏ
町
が
雇
用
し
て

い
る
作
業
員
で　

月
に
伐
採
搬
出
ỏ
１

１２

月
Ỗ
２
月
に
か
け
て
薬
剤
の
注
入
を
連

携
し
て
実
施
す
る
予
定
と
し
て
い
る
Ố

原
油
価
格
高
騰
に
よ
り
家
計
が

苦
し
く
な
る
ỏ
そ
の
対
応
は

問　

先
日
の
高
知
新
聞
で
は
ỏ
高
知
市

の　

月
消
費
者
物
価
指
数
が
０
・
７
％

１０
も
上
昇
し
て
い
る
な
ど
ỏ
低
所
得
者
の

生
活
が
一
層
苦
し
く
な
る
Ố
ま
た
ỏ
国

保
税
の
一
般
会
計
か
ら
の
繰
り
入
れ
が

平
成　

年
度
だ
け
で
２
ỏ
２
９
１
万
円

２９

も
あ
る
Ố
そ
の
上
ỏ
来
年
は
消
費
税
が

　

％
に
上
が
り
ỏ
ま
た
ỏ
嗜
好
品
等
の

１０値
上
げ
も
予
想
さ
れ
る
な
ど
ỏ
住
民
の

生
活
は
よ
り
一
層
苦
し
く
な
り
ỏ
税
の

滞
納
な
ど
も
増
加
す
る
の
で
は
な
い
か

と
危
惧
し
て
い
る
Ố
こ
の
こ
と
に
対
し

て
行
政
と
し
て
は
ど
の
よ
う
に
対
応
を

し
て
い
く
の
か
を
問
う
Ố

稼
い
で
い
け
る
よ
う
な
仕
組
み

づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
く

答　

齊
藤
町
長

　

低
所
得
者
層
に
対
す
る
税
等
の
軽
減

措
置
と
し
て
ỏ
国
保
税
に
お
け
る
２

割
ỏ
５
割
ỏ
７
割
軽
減
や
公
営
住
宅
入

居
者
に
対
す
る
住
宅
使
用
料
の
減
免
ỏ

ま
た
子
育
て
家
庭
に
は
ỏ
準
要
保
護
児

童
生
徒
就
学
支
援
な
ど
多
く
の
支
援
策

を
実
施
し
て
い
る
の
で
ỏ
制
度
を
活
用

し
ỏ
住
民
が
安
心
し
て
暮
ら
し
て
い
け

る
よ
う
な
施
策
に
取
り
組
ん
で
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
る
Ố
特

に
高
齢
者
対
策
ỏ
生
き
が
い
対
策
ỏ
ま

た
ỏ
集
出
荷
場
の
整
備
な
ど
に
よ
る
雇

用
の
場
の
創
出
ỏ
あ
る
い
は
子
育
て
中

で
ỏ
第
二
子
以
降
の
お
子
さ
ん
に
は
保

育
料
ỏ
幼
稚
園
の
無
料
化
な
ど
ỏ
で
き

る
限
り
の
努
力
を
現
在
行
ỳ
て
い
る
Ố

ま
た
ỏ
な
は
り
の
郷
を
中
心
と
し
て
ỏ

で
き
る
だ
け
多
く
の
方
が
稼
い
で
い
け

る
よ
う
な
仕
組
み
づ
く
り
を
し
ỏ
ふ
る

さ
と
納
税
の
波
及
効
果
が
広
が
ỳ
て
い

く
よ
う
努
め
て
い
く
Ố

　

非
常
に
厳
し
い
状
況
は
今
後
も
続

き
ỏ
社
会
保
障
制
度
も
含
め
て
大
変
厳

し
い
時
代
が
来
る
Ố
ど
の
よ
う
に
し
て

稼
い
で
い
く
仕
組
み
を
住
民
の
皆
さ
ん

に
浸
透
さ
せ
て
い
く
か
ỏ
そ
れ
が
こ
れ

か
ら
の
大
き
な
課
題
で
あ
り
ỏ
そ
れ
に

取
り
組
ま
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
考
え

て
い
る
Ố
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相相続登記をしないと発生するおそれのある様々な問題

法務省ホームページ「未来につなぐ相続登記」

高知地方法務局
http://houmukyoku.moj.go.jp/kochi

法務局ホームページ「不動産登記申請手続」

高知地方法務局ホームページ「登記手続相談（予約制）のお知らせ」
http://houmukyoku.moj.go.jp/homu/touki1.html

http://www.moj.go.jp/MINJI/minji05_00207.html

http://houmukyoku.moj.go.jp/kochi/page000003.pdf

次代につなぎ次代につなぎ 未来につなぐ未来につなぐ 相続登記相続登記次代につなぎ次代につなぎ 未来につなぐ未来につなぐ 相続登記相続登記次代につなぎ 未来につなぐ 相続登記

売却したいが、すぐに売買による
所有権移転登記ができない。

空き家の所有者が
不明で、利活用のた
めの交渉ができない。

第２次、第３次の相続が発生して、
連絡が取れない法定相続人がでてくる
ことで手続きがますます難しくなる。

災害復旧や防災のための工事をし
たいが所有者と連絡が取れない（防
災・減災、災害復旧に大きな労力・
時間がかかる）。

森林の所有者が分からず、放置さ
れ荒廃してしまう。

再開発計画地の地権者との交渉が
進まない。

相続人から依頼を受けた司法書士（国家資格）は、
法務局へ登記の申請をすることができます。

　土地や建物の不動産を相続したときは、不動産の所在地を管轄する
法務局に「相続による所有権移転登記」の申請をしましょう。
　申請をしないままにしておくと、誰が所有者か分からなくなり、様々
な問題が発生するおそれがあります。
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土地や建物の名義を確認

適式な遺言がない場合は、誰がどの遺産を相続
するかなどを相続人が決めて書類を作成

登記に必要な添付書類を集める

登記申請書を作り、添付書類を整える。

戸籍をたどって法定相続人を確認

登記申請書類を管轄の法務局に提出する

登記申請書の受付

書類の審査（必要に応じて補正を促す。補
正できない場合は取下げ又は却下決定。）

登記官が登記を実行する

登記識別情報通知書・登記完了証を作成する

・登記識別情報通知書・登記完了証を受領する
・必要に応じて「登記事項証明書」を取得する

高知地方法務局
詳しくは「登記手続相談窓口（予約制）」へ
電話番号（代表）０８８－８２２－３３３１

登 記 申 請 書
登記の目的 所有権移転

原 因 平成 年 月 日相続

相 続 人 （被相続人 ）

連絡先の電話番号 - -

平成 年 月 日申請 法務局 支局(出張所)

課税価格 金 円

登録免許税 金 円

不動産の表示
１ 土地の所在

添付書類
登記原因証明情報 住所証明書

相続した建物が未登記の場合や土地を２つに分け
て相続する場合などに、現地における建物の調査、
境界の調査、測量・図面作成、書類作成、登記申
請等を専門に行うのは土地家屋調査士です。

登録免許税を納める。

相続人（または相続人から依頼を受けた
司法書士）が行うこと

登記の申請を受けた法務局が行うこと

相続登記をしないと発生するおそれのある様々な問題

次代につなぎ 未来につなぐ 相続登記次代につなぎ 未来につなぐ 相続登記土地や建物の「相続による所有権移転」登記は、
不動産の所在地を管轄する法務局に申請が必要です。



■国民年金お知らせ
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お
知
ら
せ

引っ越しの際は、住所の異動手続きを忘れずに！引っ越しの際は、住所の異動手続きを忘れずに！引っ越しの際は、住所の異動手続きを忘れずに！

入学・就職・転勤等による引っ越しで、住所を異動される方は、
◆住民票の異動の届け出を！（転出届、転入届、転居届等）

　住民票の住所の異動届（転出届・転入届・転居届など）は、国民健康保険、国民
年金、選挙人名簿への登録などにつながる大切な手続きです。

市区町村窓口での「正確な住所の届け出」が必要です！
（法律上の義務です）

これらの「住所」は最新のものにする必要があります。

Ministry of Internal Affairs
and Communications

総 務 省

○住民の皆さまに送付している
　マイナンバーの｢通知カード｣

（おもて面）

○身分証明書となる
　「マイナンバーカード」
　（個人番号カード）　　 （おもて面）

◎他の市区町村に転出・転入される場合
［転出前に］
転出届を提出して
転出証明書を受け取る

引っ越し前の
市区町村

◎同一の市区町村内で転居される場合

［転入した日から14日以内に］
転出証明書を添えて
転入届を提出

引っ越し先の
市区町村

［転居した日から14日以内に］
転居届を提出

お住まいの
市区町村

正当な理由がなく住民票の異動の届け出をしない場合、
５万円以下の過料に処されることがあります。

◆マイナンバーの「通知カード」、「マイナンバーカード
（個人番号カード）」、「住民基本台帳カード」の住所変
更の届け出もお忘れなく！

※詳しくは、お住まいの市区町村の窓口へ
お問い合わせください
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お
知
ら
せ

★こんなときは届け出をしてください

　○加入している健康保険が変わったとき

　○住所・氏名等、受給者証に記載のある事項に

　　変更があったとき

★こんなときは受給者証を返還してください

　○町外への転出などで資格がなくなったとき

　　　　※資格がないまま受給者証をお使いになりま

すと、助成額を返還していただくことになり

ますので、ご注意ください。

平成３０年４月１日から
奈半利町の児童医療費助成制度の対象年齢が
１８歳到達後の最初の３月３１日までに変わります

平成３０年４月１日から
奈半利町の児童医療費助成制度の対象年齢が
１８歳到達後の最初の３月３１日までに変わります

平成３０年４月１日から
奈半利町の児童医療費助成制度の対象年齢が
１８歳到達後の最初の３月３１日までに変わります

◎児童医療費助成　対象年齢拡充について◎

　平成３０年４月１日から、児童医療費助成における対象年齢が１８歳到達後の最初の３月３１日
までに拡充されます（４月１日生まれの方は１７歳到達後の最初の３月３１日まで）。

　拡大により新たに対象となる方については、申請及び受給者証についてご案内
をしております。
　県内の医療機関で受診する際には、保険証と併せて受給者証の提示をお願い
します。
　（県外の医療機関で受診した際には、医療機関の窓口でいったんお支払いいた
だきますが、後日療養費払いの申請をされることにより払い戻しします。）
　なお、現在使用中の方の受給者証は、更新の時期に申請についてのご案内を
いたしますので、そのままお使いください。

●お問い合わせ・ご相談は…
　奈半利町役場　住民福祉課　児童医療費助成担当　☎０８８７－３８－４０１２

 　 平成３０年３月３１日まで 　　平成３０年４月１日より

入院・通院とも １５歳到達後の最初の３月３１日まで １８歳到達後の最初の３月３１日まで
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　応援券はもうお使いでしょうか？

　使用期限が 平成30年3月31日 までとなってますので、
まだお持ちの方はお早めにお使いください。

【奈半利町いきいき健康チャレンジ】
　平成３０年４月から各自健康づくりのチャレンジ内

容（運動等）を１カ月記録し、役場へ提出すると、１カ

月でヘルシーポイントシール10枚進呈！

　ヘルシーポイントシール10枚で500円相当の奈

半利町健康パスポート事業応援券贈呈！

よろず相談会in奈半利町よろず相談会in奈半利町よろず相談会in奈半利町

奈半利町健康パスポート応援券をお持ちの皆さまへ奈半利町健康パスポート応援券をお持ちの皆さまへ奈半利町健康パスポート応援券をお持ちの皆さまへ

　こんなお悩みはありませんか？ 弁護士や司法書士、保健師など各相談
員が応じます。お気軽にご相談ください。

予約不要・無料・秘密厳守

暮らしの相談

借金、金銭トラブル、多重債
務、生活保護、公的貸付

心の健康相談

不安が続く、やる気がでな
い、うつ病などの精神疾患、
精神障害に関すること

からだの健康相談

食欲がない、酒量が増え
る、眠れない、体がしんど
い

仕事の相談

解雇、仕事がない、
就職活動上の悩み

■開 催 日     平成３０年３月２２日（木）
■開催時間     １３：００～１７：００ （受付終了 １６：３０）
■開催会場     奈半利町保健センター
                    安芸郡奈半利町乙1269ー1 ☎０８８７－３８－８１８１
　　　　　　　　        ※事前申し込みは不要です。直接お越しください。

　　　　　　【お問い合わせ】　　高知県安芸福祉保健所　☎0887-34-3177

　　　　　　　　　　　　　　　高知県障害保健福祉課　☎088-823-9669

主催：高知県安芸福祉保健所（ここから東部地域ネットワーク会議）、高知県障害保健福祉課　

共催：安芸公共職業安定所、東洋町、東洋町社会福祉協議会、高知弁護士会、高知県司法書士会、法テラス高知
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奈半利町臨時的任用職員登録者募集奈半利町臨時的任用職員登録者募集奈半利町臨時的任用職員登録者募集
平成30年度平成30年度平成30年度

●ご不明な点がございましたら、  総務課（ＴＥＬ３８－４０１１）までご連絡ください。

■申し込み方法
　役場備え付けの「登録申込書」と「履歴書」に必要事項を記入し、履歴書には写真を貼付のうえ、総
務課人事係までお申し込みください。（履歴書は任意の様式でも結構です。）
　なお、提出していただいた書類は返却いたしませんのでご了承ください。
　
■採用方法
　登録申込書により登録された方の中から面接等を行い、採用を決定します。
　雇用については不定期であり、すぐに採用されない場合があるほか、職種によっては登録されて
も期間内に雇用されない場合もありますのでご了承ください。
　なお、雇用は選考によるものであり、登録された順番によるものではありません。

■申し込み対象者
　心身ともに健康な１８歳以上の方。

■勤務条件
　　•職務内容／一般行政事務補助、保育士、幼稚園教諭、清掃員、給食調理員など
　　•勤務場所／本庁、出先機関または勤務（作業）現場
　　•勤 務 日／月曜日から金曜日の週５日以内（職種により異なる場合があります）
　　•勤務時間／午前８時３０分から午後５時１５分まで（午後０時から午後１時まで昼休憩）
　　　　　　　（職種により異なる場合があります）
　　•賃　　金／日額６，８００円から８，3００円程度（職種により異なります）
　　•雇用期間／原則１カ月から最大12カ月までの不定期
　　•社会保険／雇用期間及び雇用形態により、健康保険・厚生年金・雇用保険に加入

■受付期間
　奈半利町役場総務課にて随時受け付けます。

■登録有効期限
　当該登録申込書に記入した年度中。

　奈半利町では、平成30年度の臨時的任用職員として仕事を希望する方の登録を行って
います。登録を希望する方は、下記によりお申し込みください。
　なお、この臨時職員の登録は、町で臨時職員が必要となった時のために事前に登録する
ものであり、登録された方の雇用を約束するものではありませんのでご了承くださ
い。
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不法投棄は犯罪です！不法投棄は犯罪です！不法投棄は犯罪です！

チャレンジ表彰に参加しましょう！チャレンジ表彰に参加しましょう！チャレンジ表彰に参加しましょう！

　決められた処分方法に従わずにごみを捨てる「不法投棄」
は周囲の景観を損なうほか、重金属などの有害物質による
土壌や地下水の汚染の原因にもなるなど、環境衛生に悪影
響を及ぼします。
　町内の山林やため池、ランカガ岡墓地への投棄などは、近
隣に住む方にとって大変な迷惑となります。

　不法投棄は犯罪です。不法投棄をした人は、
　　　５年以下の懲役もしくは１，０００万円以下の
罰金（または併科）
　
　となります（未遂も処罰の対象です）。
　不法投棄が行われている、あるいはしようとしているとこ
ろを見かけたら、警察にご通報ください。
　その際、発見した日時、場所、不法投棄された物の種類や
量・特徴、不法投棄に使われたトラック等の車両の色やナン
バーなど、分かる範囲の情報をお知らせください。
　不法投棄された物を発見した場合は、住民福祉課　TEL 38－4012 へご連絡ください。
　その際、不法投棄に関する情報（発見日時、具体的な場所（町名、番地、目印となる建物な
ど）、不法投棄された物の種類や量・特徴や周囲の状況など）をお知らせください。

○ごみ出しのルールを守りましょう！
　燃やせるごみや燃やせないごみの中に、資源ごみが混入しているものや、一般ごみにつ
いては、奈半利町の指定ごみ袋へ入れずに出しているものが見られます。ごみは収集日当
日の午前７時30分までに、決められた収集日、収集場所に正しく出してください。前日の夜
や収集後には出さないようにしてください。
　また、最近はマナーの悪いステーションが見受けられます。
　近隣の住民の皆様に迷惑をかける行為です。改善の見られないステーションは廃止を検
討します。

安芸地区職場の健康づくり

■条件
¾  ２人以上従事している（事業主や役員なども含む）
¾  健康づくりの担当を決める
¾  従業員にチラシやパンフレットを配ることができる
¾  健康診断（特定健診など）やがん検診を勧める（声かけする）
¾  職場内は分煙または禁煙とする など

■流れ

●お問い合わせ・申し込み先

安芸福祉保健所 健康障害課 　Tel ０８８７－３４－３１７７

良質な産品・サービス・事業活動は健康的な職場環境から始まります！

　職場の仲間が元気で働き続けるためにあなたの職場ではどんな健康づくりの取り組み
をしていますか？
　これからどのような取り組みを始めますか？運動・栄養・禁煙・メンタルヘルスなどすで
にやっていること、当たり前の健康づくりの取り組みが申込条件です。

申込期日
　～３月

認定書交付
　４月～

実施状況の報告
　１２月末

　表彰
　　翌年２月
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作り方

材料（２人分）

簡単野菜料理の紹介簡単野菜料理の紹介簡単野菜料理の紹介

プロセスチーズを１㎝角
に切る。小松菜はゆでて
３㎝の長さに切り、しっ
かり水気をきっておく。

ボウルに材料をすべて
入れて混ぜ合わせる。

1

2

【副菜】小松菜の塩昆布和え
　エネルギー：48kcal　食塩相当量：0.6ｇ
　カルシウム：206mg

高血圧の予防は減塩から
塩分の摂り過ぎに気をつけよう。

生活習慣を見直すポイント

メニュー選びや調理で減塩する工夫

6.0g

5.5g
ラーメン１人前

幕の内弁当
１人前

食パン２枚
（６枚切り）

カップめん１杯 カレーライス１人前

4.6g

1.8g

3.7g

①減塩に気をつけよう ②あと１皿野菜を多く食べよう

●外食では麺類の汁は残す

●調味料では酸味や香辛料を利用する

塩分の
多い食品・
メニュー

野菜の上手なとり方
●外食でも野菜の多いメニューを選ぶ

●調理の工夫でたくさんの野菜をとる

●朝食や昼食であと１皿補う

「日本食生活協会　生涯骨太クッキング」より抜粋

糖尿病の予防は減量から
運動の習慣を身につけよう。

肥満度（BMI）のチェック
●肥満の判定　BMI＝体重（kg）÷身長（m）÷身長（m）
　　　　　　　適正体重＝身長（m）×身長（m）×22

小松菜 …　2/3束(160ｇ)
桜えび …　２ｇ

プロセスチーズ …　２０ｇ
塩昆布 …　　３ｇ

BMI 18.5未満 22 25以上18.5以上
25未満

基準 肥満普通体重適正体重
（標準）

低体重
（やせ）

※正常血圧の中でも至適血圧であればいちばん心血管病を発症する
　可能性が低いとされています。（出典：日本高血圧学会）

夕食は比較的野菜を食べることができますが、朝食や
昼食は単品料理になりやすく野菜が不足しがちです。
その朝食や昼食に野菜を1皿プラ
スすることで、不足分の70gが補
えます。

生活習慣病を予防しよう生活習慣病を予防しよう生活習慣病を予防しよう

高血圧とは血管の中を血液が流れる
際に、血管の壁に強い圧力がかかって
いる状態のことです。
血液中には常に一定濃度のナトリウム
が存在しますが、摂り過ぎて濃度が濃
くなるとそれを薄めようとして水分量
も増え、それに伴って血液量も増えて高血圧になります。

そばやラーメンには１杯で４～６gの塩分が含まれてい
ます。麺類を食べるときは汁は残すようにしましょう。

フライや天ぷら、刺身等を食べるときのソースやしょう
ゆは、小皿にいれて少量をつけたり、レモンやゆず、か
ぼすなど酸味で代用しましょう。また、香味野菜や香辛
料は独特な風味や辛味で味にメリハリがつき、塩分が
少なめでも満足できます。

糖尿病の予防には、肥満の解
消がかかせません。体を動かし
て余分な体脂肪を燃やし、太り
にくい体をつくりましょう。歩
くことは体脂肪を燃やし、血行
を良くします。筋肉を鍛え、心
肺機能が向上し、体脂肪をた
めこみにくい体にして、肥満解
消につなげましょう。

高血圧の診断基準 140/90mmHg以上

目標：

（出典：厚生労働省2015年版日本人の食事摂取基準）

８g未満男  性
（18歳以上）

目標： ７g未満女  性
（18歳以上）

至適血圧　　　　 120/80mmHg未満

１日あたりの
食塩相当量

外食では野菜が不足しがちです。丼
物より定食、お弁当なら幕の内弁当、
ラーメンなら五目ラーメンを選ぶな
どの工夫で野菜を増やしましょう。

野菜は生で食べるより、ゆでたり煮
たり炒めたりと火を通すことで量
が減ってたくさん食べやすくなりま
す。いろいろな料理に少しずつプラ
スして、野菜不足を補いましょう。

１皿70g×５皿１日
350g野菜の目安量
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●詳しくは　自衛隊高知地方協力本部　安芸地域事務所　までご連絡ください。
安芸市本町3丁目11-5（すまいるあき前2Ｆ）　☎ 0887-35-2749

E-mail　kochi.pco.aki@rct.gsdf.mod.go.jp

　　　募集種目  　　　　資　格 　受付期間 　　試 験 日

18歳以上で国家免許資格等
を保有する者（資格により53
～55歳未満の者）

予備自衛官補
1月 9日（火）
　　～

4月 6日（金）

18歳以上34歳未満の者 4月15日（日）

4月14日（土）

一般

技能

※　教育訓練の開始時期　　３０年７月以降

平成３０年度　『予備自衛官補』募集平成３０年度　『予備自衛官補』募集平成３０年度　『予備自衛官補』募集
　予備自衛官補とは、一般の社会人や学生といった自衛官未経験者を「予備自衛官補」として公募・
採用し、教育訓練修了後、「予備自衛官」として任用する制度です。予備自衛官を安定的に確保するこ
とで将来にわたって防衛基盤の育成・拡大を図るとともに、ＩＴの発達や自衛隊の役割の多様化等に対
し、民間の優れた専門技能を有効に活用していくことを目的としています。
　一般と技能の公募コースがあり、一般公募では資格年齢の方なら応募可能です。また、技能公募で
は語学や医療技術、整備などの分野に精通した皆さんが応募できます。
　予備自衛官補に採用されると一般公募は３年以内に５０日、技能公募は２年以内に１０日間の教育訓
練に参加し、必要な知識・技能を修得します。
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「虫歯なんかにまけないぞ！」  ～歯科指導～

～防犯教室～　「知らない人には気をつけよう！」

　１月２３日（火）に乳児部で歯科衛生士の岩佐さんに来ていただいて歯科指導がありました。歯型を使って
の歯磨き体験をした後でブラッシングをして、どの子どもも上手に歯磨きをしていました。歯磨きを嫌がる子
どもにはお口の中で痛みを感じる痛点があるそうです（徐々に消失するものです）。

　　1月１１日（木）に５年生と２６日（金）に６年生と交流を行いました。５年生と松ぼっくりけん玉をつくっ
て遊んだり、６年生とは、ドッチボールやしっぽとりなど一緒に体を動かして遊んだりして、楽しい時間を過
ごしました。年長組の子どもたちは小学生への憧れをもったことでしょう。

　２月６日（火）に幼稚部で、安芸警察署の地域安全協会の協力をいただき、防犯教室を行いました。ビデオ
やロールプレイなどで誘拐などから身を守ることを学びました。年齢の低い子どもたちは危険も多いと思
われます。災害の時と同じように、「自分の命は自分で守る」ということについて、お家でも防犯についてお
話をしてみてください。

「小学生のお兄さん、お姉さんと一緒に遊んで楽しかったよ！」

こども園だよりこども園だよりこども園だより

滑　なはり広報　No.31733



～節分豆まき～　「鬼がやってきたぞ～」

　２月２日（金）に節分の行事を実施しました。こども園に鬼がやってきました。今年は年長児も自分たちが
お面や服をつくって鬼に変身をして乳児部へいきました。後は、優しく接していた子どもたちでした。本物の
鬼が登場した後は、鬼から逃げながらも「鬼は外」と懸命に豆をぶつける子どもの姿もありました。

こども園だよりこども園だよりこども園だより

このコーナーでは、町の保健師が新生児訪問をする際に記事に掲載する写真の
提供を保護者様に依頼し写真の提供をしていただいています。

仙頭　真紘ちゃん
平成29年9月25日生まれ
父：龍三　　母：歩加

國澤　幸愛ちゃん
平成29年9月29日生まれ
父：竜也　　母：明日香
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